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資料１   

「消費者教育学生リーダー養成講座」受講生募集ちらし 

  

  



企業の

消費者教育活動を知り

企業理解を深める

チャンス！

消費者教育学生

リーダー会活動では

企業や学生との

交流会も。

対象 大阪府内に
在学、在住
の大学生

ご興味がある方は

お気軽にご連絡ください

産学協働人材育成機構AICE事務局
堺市北区長曽根町130-42 さかい新事業創造センター100号
有限会社ダブル･ワークス内 TEL 072-240-7071 FAX 072-240-7081

E-MAIL consumer@aice-p.com

STEP１
消費者教育
リーダー養成
講座を受講

STEP２
消費者教育
学生リーダー会
でﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動
＆交流会

STEP３
大阪府消費者教育
学生リーダー
に認定

応募される方はこちら
以下の項目をメールに記載し下記メールアドレスまで応募してください。（TEL、FAXも可）
氏名、所属大学、学年、連絡先（E-MAIL・携帯番号）

消費者教育推進大使
大阪府広報担当副知事
もずやん

募集定員・応募締切 定員30名（先着順） 応募締切 平成29年8月21日(月)

「消費者教育

リーダー養成講座」

で知識・スキルを

ゲット！

消費者教育

学生リーダーとして

普及啓発ボランティア

活動を。

大阪府

消費生活センターの

消費者教育学生リーダー

として認定。



◆基礎講座 8月26日（土）10：00～12：30 会場:C2会議室

○開講式
○消費者教育の基礎的な知識を学び、自分の問題として整理・
理解できるようにします

◆応用講座 8月26日（土）13：30～16：30 会場:C2会議室

○教材づくりを通して消費者教育を実践するために必要な知識・
スキルを学びます

○共感を得るための表現について学びます

◆実践講座Ⅰ 8月27日（日）10：00～12：50 会場:C1会議室

○企業や地域での消費者教育活動を学ぶことで、多様な企業や
社会の理解を深めます

○消費者教育に関する「企業×学生交流会」の企画を考えます

◆実践講座Ⅱ 8月27日（日）14：00～16：00 会場:C1会議室

○振り返り。消費者教育学生リーダーになるために何をしたいか
を考えます

○修了式

あなたも消費者教育学生
リーダーになって
活躍してみませんか

消費者教育リーダー養成講座
基礎講座・応用講座・実践講座Ⅰ・Ⅱ
開講日：8月26日（土）、8月27日（日）
会 場：大阪府立大学I-Siteなんば2階 C2会議室（8/26）C1会議室（8/27）

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
Ⅰ

大阪府では、消費者として自立した判断能力を持ち、社会に出た時には消費者市民社会の実現に向け
積極的に活動を行うことができる力を持つ大学生を育成するため本事業を行っています。

「消費者市民社会」とは、一人ひとりが自らの消費行動が生産に関わる人々や地球環境に影響を与える
ということを考えて生活し、未来の子どもたちや社会のために公正でよりよい発展をもたらすよう、積極的に
参画する社会のことです。あなたも消費者教育学生リーダーとなって、大阪のそして地球の未来づくりに力
を発揮してみませんか。

大阪府消費者教育学生リーダー会活動
○ボランティア活動

○交流会

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
２

イベントでの消費者教育、大学生向け啓発教材づくり、
大学生向け消費者教育、等でボランティア活動を行います。

大阪府消費者教育学生リーダー認定（大阪府消費生活センター認定）

○認定要件

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
３

①消費者教育リーダー養成講座の全課程を修了
②消費者教育ボランティア活動に１回以上参加
③大阪府消費者教育学生リーダー会に登録

南海「なんば駅（中央出口）」、南約800m、徒歩約12分
御堂筋線「なんば駅（5号出口）」、南約1,000ｍ、徒歩約15分
御堂筋線・四つ橋線「大国町駅（1番出口）」、東約450m、徒歩7分
地下鉄堺筋線「恵美須町駅（1-B出口）」、西約450m、徒歩約7分
南海電鉄高野線「今宮戎駅」、北420m、徒歩約6分

大学生と消費者教育を行っている企業等との交流会を実施します。
「企業×学生交流会」を企画・主催。

10月1日(日) 111月19日(日) 1月21日(日)第１回 第２回 第３回
あべのハルカス２３階あべの
ハルカス大学セミナールーム



企業の

消費者教育活動を知り

企業理解を深める

チャンス！

消費者教育学生

リーダー会活動では

企業や学生との

交流会も。

対象 大阪府内に
在学、在住
の大学生

ご興味がある方は

お気軽にご連絡ください

産学協働人材育成機構AICE事務局
堺市北区長曽根町130-42 さかい新事業創造センター100号
有限会社ダブル･ワークス内 TEL 072-240-7071 FAX 072-240-7081

E-MAIL consumer@aice-p.com

STEP１
消費者教育
リーダー養成
講座を受講

STEP２
消費者教育
学生リーダー会
でﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動
＆交流会

STEP３
大阪府消費者教育
学生リーダー
に認定

応募される方はこちら
以下の項目をメールに記載し下記メールアドレスまで応募してください。（TEL、FAXも可）
氏名、所属大学、学年、連絡先（E-MAIL・携帯番号）

消費者教育推進大使
大阪府広報担当副知事
もずやん

募集定員・応募締切 定員15名（先着順） 応募締切 平成29年10月11日(水)

「消費者教育

リーダー養成講座」

で知識・スキルを

ゲット！

消費者教育

学生リーダーとして

普及啓発ボランティア

活動を。

大阪府

消費生活センターの

消費者教育学生リーダー

として認定。

第2弾



◆基礎講座 10月15日（日）10：00～12：30

○開講式
○消費者教育の基礎的な知識を学び、自分の問題として整理・
理解できるようにします

◆応用講座 10月15日（日）13：30～16：30

○教材づくりを通して消費者教育を実践するために必要な知
識・スキルを学びます

○共感を得るための表現について学びます

◆実践講座Ⅰ 10月22日（日）10：00～12：30

○企業や地域での消費者教育活動を学ぶことで、多様な企業や
社会の理解を深めます

○消費者教育に関する「企業×学生交流会」の企画を考えます

◆実践講座Ⅱ 10月22日（日）13：30～15：30

○振り返り。消費者教育学生リーダーになるために何をしたい
かを考えます

○修了式

あなたも消費者教育学生
リーダーになって
活躍してみませんか

消費者教育リーダー養成講座 第２弾
基礎講座・応用講座・実践講座Ⅰ・Ⅱ
開講日：10月15日（日）、10月22日（日）
会 場：さかい新事業創造センター１階 多目的会議室

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
Ⅰ

大阪府では、消費者として自立した判断能力を持ち、社会に出た時には消費者市民社会の実現に向け
積極的に活動を行うことができる力を持つ大学生を育成するため本事業を行っています。

「消費者市民社会」とは、一人ひとりが自らの消費行動が生産に関わる人々や地球環境に影響を与える
ということを考えて生活し、未来の子どもたちや社会のために公正でよりよい発展をもたらすよう、積極的に
参画する社会のことです。あなたも消費者教育学生リーダーとなって、大阪のそして地球の未来づくりに力
を発揮してみませんか。

大阪府消費者教育学生リーダー会活動
○ボランティア活動

○交流会

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
２

イベントでの消費者教育、大学生向け啓発教材づくり、
大学生向け消費者教育、等でボランティア活動を行います。

大阪府消費者教育学生リーダー認定（大阪府消費生活センター認定）

○認定要件

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
３

①消費者教育リーダー養成講座の全課程を修了
②消費者教育ボランティア活動に１回以上参加
③大阪府消費者教育学生リーダー会に登録

【地下鉄御堂筋線】
地下鉄御堂筋線「なかもず駅」2番出口を出て直進。ひとつめ
の信号を左折して正面に見えるブルーグレーの建物。
【南海高野線】

南海高野線「中百舌鳥駅」北出口を出て駅前ロータリーを左へ。
三菱東京UFJ銀行（ATM）の前を通り、北に向かってひとつめの
信号の奥に見えるブルーグレーの建物。

〒591-8025 大阪府堺市北区長曽根町130番地42 
さかい新事業創造センター"S-Cube“

http://www.s-cube.biz/s-cube/access.html

大学生と消費者教育を行っている企業等との交流会を実施します。
「企業×学生交流会」を企画・主催。

10月1日(日) 111月19日(日) 1月21日(日)第１回 第２回 第３回
あべのハルカス２３階あべの
ハルカス大学セミナールーム



 

 

 

 

 

 

資料２   

「消費者教育学生リーダー養成講座」テキスト 

  



平成 29年度大阪府消費生活センター委託事業「大学生期における消費者教育推進事業」 

消費者教育学生リーダー養成講座  
 

 

 

 

平成 2９年度大阪府消費生活センター委託事業 

「大学生期における消費者教育推進事業」 

 

消費者教育学生リーダー養成講座 

  

主催 

大阪府消費生活センター 

産学協働人材育成機構 AICE 



◆基礎講座 8月26日（土）10：00～12：30 会場:C2会議室

○開講式
○消費者教育の基礎的な知識を学び、自分の問題として整理・
理解できるようにします

◆応用講座 8月26日（土）13：30～16：30 会場:C2会議室

○教材づくりを通して消費者教育を実践するために必要な知識・
スキルを学びます

○共感をうるための表現について学びます

◆実践講座Ⅰ 8月27日（日）10：00～12：50 会場:C1会議室

○企業や地域での消費者教育活動を学ぶことで、多様な企業や
社会の理解を深めます

○消費者教育に関する「企業×学生交流会」の企画を考えます

◆実践講座Ⅱ 8月27日（日）14：00～16：00 会場:C1会議室

○振り返り。消費者教育学生リーダーになるために何をしたいか
を考えます

○修了式

あなたも消費者教育学生
リーダーになって
活躍してみませんか

消費者教育リーダー養成講座
基礎講座・応用講座・実践講座Ⅰ・Ⅱ
開講日：8月26日（土）、8月27日（日）
会 場：大阪府立大学I-Siteなんば2階 C2会議室（8/26）C1会議室（8/27）

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
Ⅰ

大阪府では、消費者として自立した判断能力を持ち、社会に出た時には消費者市民社会の実現に向け
積極的に活動を行うことができる力を持つ大学生を育成するため本事業を行っています。

「消費者市民社会」とは、一人ひとりが自らの消費行動が生産に関わる人々や地球環境に影響を与える
ということを考えて生活し、未来の子どもたちや社会のために公正でよりよい発展をもたらすよう、積極的に
参画する社会のことです。あなたも消費者教育学生リーダーとなって、大阪のそして地球の未来づくりに力
を発揮してみませんか。

大阪府消費者教育学生リーダー会活動
○ボランティア活動

○交流会

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
２

イベントでの消費者教育、大学生向け啓発教材づくり、
大学生向け消費者教育、等でボランティア活動を行います。

大阪府消費者教育学生リーダー認定（大阪府消費生活センター認定）

○認定要件

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
３

①消費者教育リーダー養成講座の全課程を修了
②消費者教育ボランティア活動に１回以上参加
③大阪府消費者教育学生リーダー会に登録

消費者教育推進大使
大阪府広報担当副知事
もずやん

南海「なんば駅（中央出口）」、南約800m、徒歩約12分
御堂筋線「なんば駅（5号出口）」、南約1,000ｍ、徒歩約15分
御堂筋線・四つ橋線「大国町駅（1番出口）」、東約450m、徒歩7分
地下鉄堺筋線「恵美須町駅（1-B出口）」、西約450m、徒歩約7分
南海電鉄高野線「今宮戎駅」、北420m、徒歩約6分

大学生と消費者教育を行っている企業等との交流会を実施します。
「企業×学生交流会」を企画・主催。

10月1日(日) 11月19日(日) 1月21日(日)第１回 第２回 第３回

あべのハルカス２３階あべの
ハルカス大学セミナールーム

2



消費者教育リーダー養成講座 カリキュラム 

 

◆基礎講座 8月26日（土）10：00～12：30 大阪府立大学I-SiteなんばＣ２会議室 

日程 時限（分） 講座内容 講師 

8/26 

(土) 

午前 

10:00 

開講式 

（10） 

開講式 

AICE企画運営委員

長 鰺坂恒夫（和歌

山大学教授） 

大阪府 

10：10 

1限目 

（60） 

◇消費者教育の基礎理解①（講義） 

（１）消費者教育とは 

（２）被害にあわないための消費者教育※１ 

岡崎裕（和歌山大

学教授） 

※１大阪府消費生活

センター派遣講師 

11：10 

２限目 

（80） 

◇消費者教育の基礎理解②（講義） 

（１）新法がめざす消費者教育 

（２）社会発展における持続可能な社会について 

（３）消費者問題を、自分の問題として、整理・理解す

る。（ブレーンストーム「消費の意義について」「消

費と教育の関係」など） 

※消費者市民社会について知り、消費者教育の必要性・内

容を理解する 

岡崎裕 

 

◆応用講座 8月26日（土）13：30～16：30 大阪府立大学I-SiteなんばＣ２会議室 

日程 時限（分） 講座内容 講師 

8/26 

(土) 

午後 

13：30 

３限目 

（60） 

◇消費者教育のいろいろな手法の紹介 

 消費者教育では様々な手法によって展開されているが、

その事例をいくつか紹介する。 

１．リーダー会の事例紹介 

（１）パンフレットづくりによる消費者啓発 

（２）子どもイベントによる消費者教育 

（３）企業×学生交流会による啓発 

（４）演劇による消費者教育 

 

岡崎裕 

 

 

（１）～（４）リ

ーダー会１期生 

 

 

 

14：30 

４限目

（60） 

◇共感を得るための表現（講義+演習） 

演劇は共感を目指すことで、消費者問題を考える上での材

料を提供するのに適した、とても小さな表現となり得る。

想いをカタチにして発表する方法を探る。 

横田修（追手門学

院大学社会学部社

会学科専任講師） 

15：30 

５限目

（60） 

◇ゲームづくりを通した消費者教育に関する手法について

（演習） 

新法がめざす消費者市民社会の実現に向けて、体験的な手

法に基づいた消費者教育の方法について学ぶ 

○賢い消費者になるということはどういうことであ

るかを考える（「選択ジレンマ質問」を一人10個考え

る） 

岡崎裕 

 

 

 

 



◆実践講座Ⅰ 8 月 27 日（日）10：00～12：50 大阪府立大学 I-Site なんばＣ１会議室 

日程 時限（分） 講座内容 講師 

8/27 

(日) 

午前 

10：00 

６限目 

（30） 

◇ボランティア活動論（講義） 

（１）ボランティア活動に対する理解及び、実際にボラ

ンティア活動を行う際の難しさや危険等について学

ぶ 

（２）消費者教育を行うために必要なこと 

岡崎裕 

研究協議会メンバー 

イベント協力団体 

消費者教育TA 

10：30 

７限目 

（50） 

◇消費者教育の実践とその支援について 

（１）企業の消費者教育活動について（30） 

（２）ACAPの事例紹介（20） 

 

岡崎裕 

川口徳子氏（日本ハム

株式会社 デリ商品事

業部 コンシューマ商

品部販促企画課 マネ

ージャー） 

村上直紀氏（消費者

関 連 専 門 家 会 議

（ACAP）） 

11：20 

８限目 

（90） 

◇企業×学生交流会の企画を考えよう！ 

（１）リーダー会主催の「企業×学生交流会」の企画を

考える。３つのチームに分かれ、テーマや方法につ

いて意見交換し、企画を検討する。 

  学生支援として、リーダー会１期生がTAとして各チ

ームに参加し、受講生へのアドバイス等を行う。 

（２）企画案発表（５分×３チーム） 

岡崎裕 

リーダー会１期生TA 

ACAPから3回の交流

会のテーマに沿った

企業が3社参加 

 

◆実践講座Ⅱ 8月27日（日）14：00～16：00 大阪府立大学I-SiteなんばＣ１会議室 

日程 時限（分） 講座内容 講師 

8/27 

(日) 

午後 

14：00 

９限目 

（30） 

◇大阪府消費生活センターの現状について～行政が目指

していること等を理解する（※1） 

大阪府消費生活セン

ター講師 

14：30 

10限目 

（70） 

振り返り「消費者教育リーダーになるために」 

（１）講座で学んだことについて振り返る 

（２）消費者教育学生リーダーとして何をしたいか？に

ついて考える 

（３）レポート提出 

岡崎裕 

（2）リーダー会１

期生がファシリテー

タ 

15：40 

修了式 

（20） 

（１）修了式 

（２）本講座の修了証の授与 

AICE企画運営委員長 

鰺坂恒夫（和歌山大

学教授） 

   ※消費者教育TA：一定レベルの消費者教育を学び修了認定を受け、消費者教育の講座支援をおこなうこと

ができるティーチング・アシスタント（TA）をいう。本講座では、平成28年度に認定された「大阪

府消費者教育学生リーダー」１期生がTAを担当。今後、受講生の中でリーダー認定された人は養成

講座でTAを行うことができるようになる。 

   ※講座支援として、AICE会員大学の教員が参加協力 

 

   ＜「大阪府消費者教育学生リーダー」の認定について＞ 

     上記全課程「基礎講座」「応用講座」「実践講座ⅠⅡ」を修了し、他の認定要件を満た

した者について、大阪府から「大阪府消費者教育学生リーダー」として認定証を授

与する。 
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消費者教育

リーダー養

成講座 
      

2017 年度 
 

   

 
 

 

3 つの消費者教育 
 

Q：消費者教育とは何でしょう。 

その答えを見つける前に、まず「資本主

義」について考えましょう。私たちは日本を

はじめとした「資本主義」の社会に生きてい

ます。資本主義とは、簡単に言えば「資本」

すなわちお金が社会活動の基礎として位

置づけられ、その投下（投資）と回収

（利潤）によって人々が生活の糧を得る

ようなシステムのことです。したがって、投資

にはそれに見合う利益がなければ意味があ

りませんし、要するに代金に見合う商品で

なければお金を払う値打ちがないということ

です。第一義的には、そうした正しいお金の

使い方を学びましょう、というのが消費者教

育の出発地点です。 

ここで、ひとつ確認しなければならないの

は、資本の投下、つまりお金を使うとき、必

ずそれを受け取る相手がいる、ということで

す。そうした、言わば「取引相手」は自由な

資本市場においては、すべてのひとがその候

補となり、はっきり言えば「良い人」もいれば

「悪い人」もいる、ということなのです。お互

いの約束どおり、きちんとモノやサービスを提

供してくれれば良いのですが、時には約束

のモノやサービスが提供されなかったり、時に

は「約束」そのものがウソだったりする「悪い

人」もいます。そのような悪い人にダマされな 

いよう自分の身を守りましょう。それが消費

者教育の第二の目標です。 

さて、正しいお金の使い方をおぼえ、悪い

人にダマされないように気を付けることができ

れば、ひとまず「わたし」は安心です。ただ、

「資本主義」は、社会システムの一種なの

で、そこでは「社会」の存在が前提条件に

なっています。 

社会、すなわち多くの人々が共同で生

活する世界では、自分ひとりだけがダマされ

なければそれで良いということでは、より豊か

な未来を築くことは出来ません。一人ひとり

がみんなのために、言い換えれば「社会全

体のためにより良いお金の使い方、使われ

方を学ぶ」こと、それが消費者教育の第三

の目的、すなわち消費者市民教育の意義

なのです。 

消費者教育の基礎理解 
和歌山大学 岡崎 裕 

 

 

A1： 

 

A2： 

 

A3： 



消費者教育リーダー養成講座  |       6 

 

 

 

 

社会の動き（法律の制定等） 

＜消費者教育推進法＞ 

平成 24 年 12 月、国会において「消

費者教育の推進に関する法律（平成 24

年法律第 61号）」 が議決され、そこでは

消費者教育を「消費者の自立を支援する

ために行われる消費生活に関する教育及

びこれに準ずる啓発活動」と定義し、 「消

費者が主体的に消費者市民社会の形成

に参画することの重要性について理解及び

関心を深めるための教育を含む」と定めら

れました。 

ここでの重要なポイントは、やはり「消費

者市民社会」というキーワードの登場です。

それまで、どちらかというと消費者の（個人

としての）利益を守るための消費者教育、

すなわちダマされないための消費者教育が

多くを占めていたものが、社会全体の利益

が、時には個人的利益に優先するような

「消費者市民教育」が求められているので

す。これは決して「全体主義」などではなく、

むしろ「公共主義」とでも呼べるものかもし

れません。学校、企業、国や自治体、そし

て市民が連携し、消費者としての「市民」を

育成する新たな取り組みが求められていま

す。 

 
 

＜改正公職選挙法＞ 

平成 27年 6 月、選挙権年齢を満 18

歳以上に引き下げることを主な内容とする

「公職選挙法の一部を改正する法律」が

成立しました。 

 

 
 

これにより新たに有権者となる若者の政

治的意識（市民意識）を育てる教育の

必要性が高まっています。こうしたなか、民

法における成年年齢の引き下げもあわせて

議論されており、これにより若い人たちの間

に消費者被害が拡大しないよう、 学校や

社会において消費者としての合理的な意

思決定能力を育む学習の機会を設けてい

く必要があります。 

 

＜改正消費者安全法＞ 

正式には平成 21年 6月施行の「消費

者安全法」を、平成 26 年 6 月に「不当

景品類及び不当表示防止法等の一部を

改正する等の法律」によって改正したものと

なります。高齢者に対する「振り込め詐欺」

の増加、また、食品、建造物、乗用車など、

あらゆる品目において頻発するいわゆる「偽

装」事件など、消費者を取り巻く環境は厳

しさを増すばかりです。こうした状況に対応

するため、法律では事業者の責任をより厳

格化し、併せて行政に対する消費者保護

のための施策の強化を促しています。 

こうした方策を進める手立てとして、国や

地方公共団体による消費者教育の推進、

および広報活動によって、「消費者安全の

確保に関し、国民の理解を深め、かつ、そ

の協力を得るよう努めなければならない」と

規定しています。 

 

＜中教審答申「地域連携」＞ 

平成 27 年 12 月の文部科学省中央

教育審議会答申「新しい時代の教育や地

方創生の実現に向けた学校と地域の連

携・協働の在り方と今後の推進方策につい

て」 では、学校を地域の教育拠点として名

実ともに再編し、地域の様々な公共機関

消費者
市民

ダマさ
れない
消費者

お金の
使い方

消費者
市民教育

公共
団体

教育
機関

市民
団体

企業

Q1：消費者市民社会に言及 

「           」 

Q2：市民意識育成の必要性 

「           」 

Q3：安全のための消費者教育 

「           」 
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や団体、企業、そして学校が有機的なネッ

トワーク化を図りながら、相互に協力・連携

し、地域全体で教育と学びを展開していく

システムの構築等を目指しています。 

消費者教育、特に消費者市民の育成

においては、日常の消費生活を通じ、より

望ましい社会の構築を目指します。学校が

地域との連携を深めてゆく中で、生活の中

の消費をみつめる消費者教育の視点は、

ますます重要になります。 

 

ワークショップ 

「消費者教育は、消費生活に関する知識

を修得し、これを適切な行動に結び付ける

ことができる実践的な能力が育まれることを

旨として行われなければならない。（消費

者教育推進法 第３条）」 

・・・近年、教育の方法論として、「アクテ

ィブラーニング」と呼ばれる方法が注目され

ており、今後の学校教育においてはそうした

手法が主流になるといわれています。これは、

「能動学習」と呼ばれるように、学ぶ側にお

ける学習姿勢（レディネス）の問題と、学

習の過程における活動主義（アクティビズ

ム）、そして、学習の結果として得られる社

会的行動（アクション）をもって、全体が

構成されるものです。 

 

消費者教育においても、そうした考え方

は既に明確に示されており、上記条文では、

消費者教育の学習過程をただ単なる知識

としてではなく、実際にそれぞれの場面で適

切な行動に結び付けることができるような実

践的能力の育成を求めています。 

 

 こうした背景のもと、ここでは具体的なアク

ティブラーニングの事例について考えてみまし

ょう。 

＜自分自身の消費について考える＞ 

・・・学びの結果が行動にいたるような、

実践的な学びを進めるために、先ずは学習

者自身の日常生活の検証から始める必要

があります。 

 ノルウェーの消費者教育学者ビクトリア・ト

ーレセンは、自身の文書のなかで消費者市

民教育について次のように語っています。 

 

ここでの注目すべきキーワードは、言うま

でもなく「選択（choice）」と「個人」です。

私たちの消費者としての日常生活は「選択」

の連続です。それぞれの局面において、その

「選択」が自分自身にとって正しい（利益

につながる）かどうかを考えるのは当然です

が、一方でその選択が社会的に適切かどう

かもあわせて考える必要がある。そしてそれ

は、あくまであなた「個人」としての判断にか

かっているのだ、ということなのです。 

この命題をアクティブラーニングとして考え

るならば、あなた自身が、あなた自身の経

験に照らしながら、あなた自身の方法によっ

て、あなた自身の日常の消費行動を検証

する、という作業になるでしょう。 

 

＜ひとに伝える＞ 

 ・・・「社会的な・・・」という表現を使うと

き、そこでは複数の人間集団における論

理が前提となります。「消費者市民」とい

う言葉が示す新しい消費者教育が求め

るものは、「わたし」から「わたしたち」への

視点の転換です。だからこそ、「いま」、

「わたし」が考えていることが「あなたにとっ

てどうですか？」、あるいは「わたしたちのと

ってどんな意味がありますか？」、と問いか

けるところから、社会的なコミュニケーション

につなげてゆくことが必要です。 

こうした作業は、あえて言えば「教材づ

くり」と呼ばれる作業に似ています。ただ、

その手法はあくまで伝える側、すなわちあ

なた自身の自由に委ねられます。それは、

「すごろく」や「クイズ」のような「あそび」の

形式になることもあれば、ストーリーやメタ

学習姿勢
（レディネス）

活動主義
（アクティビズム）

社会的行動
（アクション）

消費者市民とは、倫理的、社会

的、経済的、そして環境に配慮した思

想に基づいた選択(choice)が出来る個

人を意味する。 

Q：あなたの「消費」を社会的な

視点でとらえてみましょう。 

―――――――――――― 

―――――――――――― 

―――――――――――― 

―――――――――――― 

―――――――――――― 

―――――――――――― 

Q：あなたの消費生活をふりかえ

り、ひとに伝えてみましょう。 

―――――――――――― 

―――――――――――― 

―――――――――――― 

―――――――――――― 

―――――――――――― 

―――――――――――― 
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ファーをともなう「文芸」のかたちをとること

もあるでしょう。そのほかイラストや映像な

どのようなビジュアルをともなう方法や、演

劇やダンスなどもあり得ます。いずれの形

式をとるにしても、重要なことは社会的文

脈（他者とのコミュニケーション）をそのプ

ロセスと目的において常に意識することで

す。「消費者市民性」とは、まさにそうした

社会的文脈に消費を位置づけることなの

ですから。 

以下では、その一例を示します。 

 

 

（例 1）消費者教育クイズ 

 

 

持続可能な開発目

標（SDGs） 

 2015 年、ニューヨーク国連本部にお

いて、「国連持続可能な開発サミット」

が開催され、150 を超える加盟国首

脳の参加のもと、その成果文書として、

「我々の世界を変革する：持続可能

な開発のための 2030 アジェンダ」（英

語［別窓］・日本語(外務省仮訳)

［PDF］）が採択されました。アジェン

ダは、人間、地球及び繁栄のための行

動計画として、宣言および目標をかか

げました。この目標が、ミレニアム開発

目標（MDGs）の後継であり、17 の

目標と 169 のターゲットからなる「持続

可能な開発目標（SDGs）」です。

消費者教育は、その 12番目に位置

付けられています。 

 今後、国連に加盟するすべての国は、

全会一致で採択したアジェンダをもとに、

2015 年から 2030 年までに、貧困や

飢餓、エネルギー、気候変動、平和的

社会など、持続可能な開発のための諸

目標を達成すべく力を尽くします。 

 

 

Q1：夜にお弁当を買いにスーパーに行きました。賞味期限が今日までの半額になっているお弁当を買うか迷っています。 

A 買う  B 買わない 

Q2：インターネットで評判のよくない商品があります。本当によくないかどうかはわからないので買うか迷っています。 

A 買う  B 買わない 

Q3：環境にもよい太陽光発電。初期費用は高額だが将来のためになるので取り付けるか迷っています。 

A 取り付ける B 取り付けない 

Q4：違法な無料ダウンロードやコピー。だめなことだとわかっているけど、多くの友達がやっています。あなたは・・・ 

A する  B しない 

Q5：スーパーでお菓子を買おうとしたら、その隣に「フェアトレード」と書かれた少し値段の高いお菓子がありました。 

A 普通のお菓子を買う  B フェアトレードのお菓子を買う 
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（例２）お買い物はてな？すごろく   

 
（出典：南大阪地域大学コンソーシアム 消費者教育パンフレット） 
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ワークシート 

FreeSpace1                （あなたの思いをかたちにしてひとに伝えましょう！） 
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消費者教育学生リーダー会の活動を通じて、大学生による消費者啓発・ボランティア活動を実施します。ボランティ

ア活動は、消費者教育学生リーダー会の主体的な活動の中で、企画・実施する事を基本とします。今年度のボランテ

ィア活動は、10回以上実施する予定です。 
 

ボランティア活動を実施するにあたっては、注意しなければいけない事がいくつかあります。 

ボランティア活動を行うときの注意点 
 

 

今年度実施するボランティア活動 
 

ボランティア活動は、基本的には学生リーダー会の主体的な活動により行います。どんな活動をするのかも、リーダ

ー会で企画し、実施することを基本とします。 

下記については、実施することがすでに決まっています。内容については、リーダー会で企画し、実施します。 

 名称 日時 対象 会場 内容 回数 

１ 

豊中市・とよなか消費者協

会共催「くらしかん 20 周

年」と「生活広場１０周

年」を記念した行事 

7/5（水） 

午後（30

分） 

とよなか

市民 
 

マルチ商法をテーマとした寸

劇 

※担当：大阪経済大学演劇部 

7/5 

２ 
大阪府金融広報委員会主催 

夏休み親子イベント 

8/4（金） 

14:00（50

分） 

小学 3～6

年生 

保護者 

日本銀行大

阪支店 

「スマホを利用した見えない

お金について考えよう！」ス

マホの課金について親子それ

ぞれが考えていることを知る 

8/4 

３ 
追手門学院大学での消費者

教育劇の公演 

11/4（金）、

5（土） 
大学生 

追手門学院

大学 

大学の学園祭で、被害に合わ

ないための消費者教育を劇で

表現し、観劇者に各自で考え

てもらう 

11/4 
11/5 

他 

４ 

泉大津中央商店街での和歌

山大学×泉大津市消費者教

育協力 

10/28（土）

10/29（日） 

11/3（祝金） 

11/4（土） 

泉大津地

域の人 

泉大津中央

商店街 

和歌山大学が提供する単位互

換科目「消費生活論」の TA と

して授業を支援する 

10/28 
10/29 
11/3 
11/4 

ボランティア活動について 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 
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消費者教育リーダー養成講座の全課程または一部を受講し、将来リーダー認定をめざす者、ボランティア活動協力者、

リーダー認定者等による学生の主体的な消費者教育活動を行う組織として、「消費者教育学生リーダー会」（以下、

「リーダー会」と記す。）が設置されています。 

リーダー会の主な活動は、以下です。 

 

消費者教育学生リーダー会の主な活動 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

消費者教育学生リーダー会について 

○リーダー会による消費者教育イベントの企画・開催・運営を定期的に実施し、消費者教育の普及啓発を行う。 

○消費者教育ティーチング・アシスタント（TA）として、養成講座やイベント支援を行う。 

○大阪府から消費者教育関連情報の提供、消費者教育関連の活動支援等を受ける。 

○大阪府の消費者教育の推進に貢献する。 

○リーダー会ホームページを立上げ、リーダー会活動を広く伝えるとともに、リーダー会活動を伝える中で消費者教

育の普及啓発について広く情報発信する。 
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消費者教育学生×企業交流会の開催 
 

大学生間ネットワークを形成促進するために、交流会を開催します。交流会では、企業にも参加してもらい、企業の

消費者教育活動を知ることで、消費者と生産者がともに消費者教育について考える場とします。 

交流会を開催するにあたっては、学生の主体的な活動を引き出し、リーダーの自覚をもって交流会を実施するために、

消費者教育学生リーダー会が交流会の企画・準備・運営を行います。 

 

名称 消費者教育学生交流会 

目的 

①学生のネットワークを広げる 

・消費者教育に係る大学生間ネットワークの形成促進を図る 

・消費者教育の担い手としてのリーダーの意識を高める 

・リーダー会の団結意識や帰属意識を高める 

・消費者教育学生リーダー会の存在をアピールする 

・次の代への継承を図る 

・学生の主体的な活動であることの認識を強める 

②企業×学生との交流による考えて行動する自立した消費者育成 

・企業の消費者や社会や地球環境に配慮した活動を知る 

・企業と交流する中で消費者として自分が何をすべきかを考える 

・考えるだけにととまらず、何か成果を形にすることを目指す 

・消費者と生産者がともに消費者教育について考える場とする 

主催 消費者教育学生リーダー会 

参加呼びかけ手法 リーダー会の LINEネットワーク、HPを通じて他の学生に参加を呼びかける 

内容 

リーダー会の学生がプログラムを検討。◎は必須とする。 

◎消費者市民社会を理解してもらう 

○日々の行動や選択ジレンマを立ち止まって考える 

○大学生として何ができるかを考える 

◎学生の交流を図る 

◎消費者教育学生ネットワークへの登録の誘い 

◎企業との交流を図る 

※協力企業については、AICE会員企業等の他、ACAP会員企業、その他経済団体等

に呼びかけ協力を得る予定 

※交流会の最終回では、リーダー認定式を行う。 

開催回数 ３回 

開催時期 
10月 1日（日）、11月 19日（日）、１月 21日（日） 

各回 13：30～16：30 

会場 あべのハルカス ハルカスセミナールーム（あべのハルカス 23階） 
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リーダー会への登録 
 

リーダー会に参加するためには、リーダー会への登録が必要となります。下記の「消費者教育学生リーダー会登録用

紙」に記入の上、登録してください。 
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「消費者教育リーダー養成講座」の全課程修了生に対して大阪府が消費者教育の学生リーダーとして認定し、将来、

大阪府の消費者教育の担い手として活躍することを目指しています。 

リーダー認定の要件については、以下の通りです。 

消費者教育学生リーダー認定の要件 
 

以下の要件をすべて満たした者を認定します。 

 

認定にあたってリーダーが身につけておくべき力 

 

 

消費者教育学生リーダー認定について 

（１）大学生期における消費者教育推進事業の消費者教育リーダー養成講座の全課程を修了した者 

（２）以下のいずれかのボランティア活動に１つ以上参加した者 

①消費者教育に関するイベント等の企画・運営 

②消費者教育のファシリテーター 

③消費者教育に関するティーチング・アシスタント（ＴＡ） 

④幼小中高校、大学、市民を対象にした消費者教育の企画・運営 

⑤消費者教育スキルアップ研修の企画・運営 

⑥消費者教育に関する教材、ＰＲパンフレット等の企画・制作 

⑦大学生に向けた被害にあわないための消費者教育 

⑧その他の消費者教育 

（３）「大阪府消費者教育学生リーダー会」に登録した者 

消費者教育学生リーダー認定について 

（１）新しい法律（「消費者教育の推進に関する法律」平成 24年 12月施行）で定義された「消費者市民社会」

を理解している。 

（２）消費者市民社会の一員として、自分自身が賢い消費者になるために身につけておくべきことを理解してい

る。 

（３）消費者被害にあわないための行動を伝える事ができる 

（４）消費者市民社会のことを理解してもらえるよう伝えることができる。（賢い消費者を育成する支援ができ

る） 
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認定にあたっての手続き 
 

認定に際しては、以下の手順で手続きを行います。 

 

①認定要件の確認 

消費者教育リーダー養成講座の修了生を対象に、上記「リーダー認定要件」を満たしてい

るかどうかを「認定要件チェックシート」によって確認。 

※別紙３「認定要件チェックシート」参照 

②リーダー就任意思

の確認 

上記①を確認する際に、リーダーに就任する意思があるかどうかを「認定要件チェックシ

ート」（別紙３）によって確認。 

③リーダー認定 

上記①を満たし、②でリーダー就任意思確認ができた者について、「消費者教育学生リー

ダー」として認定する。認定した学生についてリーダー登録を行い、「消費者教育修了生

データーベース（DB）」にて一元管理する。 
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  【お問い合わせ】 

産学協働人材育成機構 AICE 事務局 

  〒591-8025 堺市北区長曽根町 130-42 

  さかい新事業創造センター 100 号 

 有限会社 ダブル・ワークス内 

 Tel：072-240-7071   Fax：072-240-7081 

  e-mail :  sneeds@w-works.jp 

  URL    :  http://www.sneeds-b-kansai.jp/AICE/ 



 

 

 

 

 

資料３   

大阪府消費者教育学生リーダー認定要件チェックシート 

  



大阪府消費者教育学生リーダー認定要件チェックシート 

所属      大学・短大・大学院   回生 

氏名  

受講年度 平成   年度         （複数年度ある場合はすべて記入） 

 

１．認定要件チェック ※該当するものに○を記入してください。 

 はい いいえ 

「消費者教育リーダー養成講座」基礎講座を修了した（平成  年度）   

「消費者教育リーダー養成講座」応用講座を修了した（平成  年度）   

「消費者教育リーダー養成講座」実践講座を修了した（平成  年度）   

以下のいずれかのボランティア活動に１つ以上に参加した（実践講座で参加したイベント

等も含む） 

①消費者教育に関するイベント等の企画・運営に参加   

②消費者教育のファシリテーターとして参加   

③消費者教育ティーチング・アシスタント（TA）として参加   

④幼小中高校、大学、市民を対象に消費者教育の企画・運営に参加   

⑤消費者教育スキルアップ研修の企画・運営に参加   

⑥消費者教育に関する教材、PRパンフレット等の企画・制作に参加   

⑦大学生に向けた被害にあわないための消費者教育に参加   

⑧その他の消費者教育（                     ）   

２．大阪府消費者教育学生ネットワーク「大阪府消費者教育学生リーダー会」への参加 

 はい いいえ 

「大阪府消費者教育学生リーダー会」に登録していますか？   

３．「大阪府消費者教育学生リーダー」への就任について 

 はい いいえ 

大阪府消費者教育学生リーダーとして今後の大阪府の消費者教育の普及啓発

に協力しますか？ 
  

登録した情報については、大阪府に提供することに同意します   

 



 

 

 

 

資料４   

大阪府消費者教育学生リーダー会登録用紙 

  



消費者教育学生リーダー会登録用紙 
 

記入日 平成   年   月   日 

消費者教育学生リーダ

ー会に登録 
する ・ しない 

氏名（よみがな） 

 

所属大学 

 

連絡先 

〒 

電話 

E メール 

リーダー会活動に参加 する ・ しない 

講座やボランティア活

動やイベントなどの情

報を提供してもよいか 

はい ・ いいえ 

 

※ 記入項目に変更があった場合は、別紙「連絡先」まで、お知らせください。 

※この情報は、この事業に関する事項のみに使用いたします。 



個人の肖像権使用についての承諾書 
記入日 平成   年   月   日 

 

 

 

大阪府消費者教育学生リーダー会及び大阪府消費者教育関連事業に参加するにあたり、

活動に伴う写真や映像を撮影する場合があります。撮影された一部は、下記の内容におい

てのみ使用され、明記のない案件での使用は一切いたしません。 

ついては、個人の肖像権について下記内容を確認の上、承諾の可否をお知らせ下さい。

尚、下記内容に承諾いただけない場合でも、大阪府消費者教育学生リーダー会及び大阪府

消費者教育関連事業への参加には一切支障はありません。 

 

個人の肖像権の使用について 

①大阪府消費者教育学生リーダー会及び大阪府消費者教育関連事業を広報するための制作

物（ビデオ、ホームページ、報告書、その他消費者教育に関する冊子やグッズ等）の写

真・映像として使用。 

 

②報道機関各種での写真・映像掲載（冊子・新聞・テレビでの写真記事・映像）掲載・放

送用として使用。 

 

③大阪府消費者教育学生リーダー会及び大阪府消費者教育関連事業において連携協力して

いる団体等での写真・映像掲載（冊子・新聞・テレビでの写真記事・映像）掲載・放送

用として使用。 

 

上記記載の個人の肖像権使用について、該当する箇所に○印をつけてください。 

承諾する 承諾しない 

 

  大学名                                  

 

  住 所                                  

 

  氏 名                                  

 



 

 

 

 

 

資料５   

「消費者教育学生リーダー養成講座」修了証 

  





 

 

 

 

 

資料６   

大阪府消費者教育学生リーダー会参加学生のレポート 

  



消費者学生リーダー会活動を終えて 

 

【２期生】 

大和大学清二経済学部経済経営学科１回生  

浦谷 拓弥 

<大阪府消費者教育学生リーダー会での活動内容> 

私は 2期生として大阪府消費者教育学生リーダー会に加入し、大きく 2つのイベントに携

わった。このレポートではその 2つの活動について記載することとする。 

① 泉大津市で行われた和歌山大学単位互換科目「消費生活論」にＴＡとして 4日間参加し

た。1,2 日目は和歌山大学の教授による講義が行われ、3 日目は 4 日目に企画していた

イベントの準備、4日目はそのイベントを実施し、それらの支援を行った。イベントで

は、無駄を減らし再利用するというコンセプトの下、地元の名産品である毛布の端切れ

や糸巻を使った工作を地元の幼稚園児やその保護者に体験してもらった。 

② あべのハルカスの大学セミナールームにて、11 月 19 日と 1 月 21 日に「企業×学生交

流会」を実施した。交流会では、学生リーダー会の活動報告、消費者教育に取り組んで

いる企業の方の講演、その講演を基にした様々な企業とのワークショップを行った。11

月の交流会では、私は交流会の実施に先駆けた挨拶とリーダー会の今後の方針について

発表し、またワークショップのファシリテーターを務めた。交流会後は、消費者庁の方

との話し合いにも参加した。1月の交流会では、交流会の企画や当日の運営を AICEの

方々や㈱TOTOの方の協力の下担当させていただいた。 

<活動を通して感じたこと> 

泉大津市でのボランティア活動では、廃材をどのように工夫することで幼稚園児のよう

な小さい子たちを喜ばせられるようになるのかを知ることができた。小さい子は多くの工

程を必要とするものが大変だということをイベントを通して感じた。また、はさみや瞬間接

着剤などを使用することは出来る限り避けたり、注意しなければならないことも学ぶこと

ができた。その限られた作業で壊れたりしないものを考える力を身に着けることができた

ように感じた。 

交流会では、プレゼン力やファシリテーターの体験による司会をするためのスキル、企画

書の作成や企業との交渉、ワークショップをするための課題発見能力や解決力、企業による

講演のテーマ決めをするための企業の分析力などを身に着けることができたと思う。交流

会はとても自己成長できる場であると感じ、今後も積極的に参加し、将来就職した際、会社

内でその能力を発揮したい。 

<活動を通じて感じた課題と対応策> 

2つの活動を体験して感じた課題点は、自分は今まで様々なことに取り組み、色々な経験

を積んできたつもりだったが、自分の考えが浅いものばかりで発想が淡泊なものばかりだ

ったということだ。何事に関してもあと 1 歩何かが足りず、壁にぶち当たることがしばし

ばあった。特に、交流会の企画をしているとき、課題を見つけてもさらにそれを細かくする

必要のあるものばかりであったり、分析をしてもそれが結論に結び付きにくいものであっ

たりした。私は、この交流会での活動を続けることで、発想力を高める努力をしようと考え

る。 

<今後のボランティア活動について> 

今後もリーダー会で継続して活動し、前述した課題解決に向けて善処していきたい。その



過程で、再び困ったことがあれば知っている人に聞いていこうと思う。周りの人に分からな

いことを聞きながら企画などをできるのは学生の間だけだと思うので、この時間を有効的

に使うためにリーダー会での活動を続けていこうと思う。 

また、リーダー会では広報部と渉外部を担当させていただくことになった。現在は広報部

でホームページ作成やＰＲ動画の制作、辞典の制作、愛称の提案などをしており、多種多様

な経験をこのリーダー会の活動でしていきたい。そして、社会人になった時に必要となる能

力を今のうちに育みたいと考える。 

 

和歌山大学教育学部総合教育課程３回生 

小路 眞菜美 

 消費者教育学生リーダー会の存在は、堺・南大阪地域インターンシップ推進協議会の主催する

インターンシップ実施後の、事後学習会において配布されたチラシで知った。2017 年 10 月時

点では、特にこれといった活動をしておらず、突発的なボランティアをいくつか経験しただけで

あった。最初は、消費者教育が持つ意味を知らないまま、「なんとなく」で参加した養成講座で

あった。しかし、回数を重ね、岡崎先生や 1期生の方々のお話を聴いて、日々の消費活動を見直

すことが地球の未来に繋がるということを知ることができた。更にそれを市民の方々に伝える

ことがリーダーの役割であり、これからの社会には必要不可欠であることを学んだ。いくつかの

ボランティアをしたいと思い、学生リーダーとなることを決意した。 

 学業との兼ね合いもあり、結局 2017年度は 1つのボランティアにしか参加できなかった。１

つ参加した泉大津市での「廃材を用いたモノづくり」ボランティアはとても有意義な経験となっ

た。子どもたちの手によって、廃材が新たな価値として生まれ変わることの素晴らしさを実感し

た。しかし、イベントの途中、ある母親に本イベントの真の目的について尋ねられたところ、具

体的な返答をすることができなかった。これからボランティアに取り組む際、市民の方々に分か

りやすく地球の未来を考える重要さを伝える努力をしたい。交流会では、発表等にチャレンジ精

神で取り組み、悔いなく終えることができた。 

 2018 年は私にとってこれからの進路を決める勝負の年である。約１年前から続けている公務

員試験に向けての勉強に励むことはもちろん、学生リーダー会での経験を大いに活かしたい。現

在、高齢化が進み、詐欺に遭うお年寄りが増えてきている。被害額も相当なものである。そこで

行政ができること（出前講座や市役所に訪れる市民の方々に呼び掛けをする等）を積極的に実施

したい。更に、若い世代に対してのアプローチも実施したい。 

「人々」が自分の消費行動を見直し、未来について考えることができるようになった時、自分の

住んでいるまちに対する愛着が湧いてくると考える。そこで初めて「人々」が「市民」になり、

このまちで一生住み続けたいという願望を抱くことができるのではないだろうか。特にこれか

らの社会を担う若者には市民意識を感じていただけるよう、行政側からのアプローチの仕方に

ついて深く考えていきたい。消費者教育学生リーダー会での活動を通してこのような強い思い

を抱くようになった。この思いを忘れず、未来の仕事に繋げていきたいと考えている。 

 

追手門学院大学１回生 

加藤 桃佳 

これまで行ってきたこと、それらを通して感じたこと、今後学生リーダーとしてやってい

きたいことなどをレポートでまとめるにあたって、一番に感じたことは、時間配分の酷さだ。

この時間にしっかりと行うと決めているのに対し、第三回交流会の時には３０分以上のロ

スをしていた。企業の方も含めの交流会なのに対し、このようなロスはおかしいと考える。

時間配分は、しっかりしないといけないと考える。また、学生リーダー会も私は、第 2期生

だが、1期生がとても仲が良すぎて会話することができなかった。新たに 3期生が入ってく

ると思うが、私のようなつらい思いをしてほしくないと考えた。これが私が思った一番感じ

たことだ。消費者教育リーダーになったことで、新たに考えは変わった。私ができることは、

今当たり前になっていることをもう少し見直そうということを世界に広めるべきことだと



考える。世界に広めることは不可能だとしても、私の周りに対して話すことはには可能だと

考える。小さいことからこつこつ始めていれば、いつかは大きなことになっていると願う。

これからも、消費者リーダー会にたくさんの大学生が参加し、良い消費者が大阪を始め、た

くさんのところで活躍することを願っている。 

 

大阪教育大学家政教育研究生 

靳 一鳴 

大阪府消費者教育学生リーダーを認定されて、ありがとうございます！大阪教育大学の留学

生として、日本で消費者教育を興味を持って、ボランティア活動を参加したり、交流会を参加し

たり、非常に幸いだとおもう。ボランティア活動を参加した間で、地域の高齢者に支援をしたり、

自分の学生リーダー仕事を報告したり、とても楽しかった。また、企業の交流会を参加して、衣

食住について三つの領域で交流した、企業からたくさん知識を教えた、自分の消費者意識を高く

なった。今後、大阪府消費者教育学生リーダーとして、たくさん活動と交流会を参加したい、地

域の人々に支援をしたいと思う。消費者教育に対して、自分の知識を貢献したいと思う。 

 

大阪教育大学教員養成課程家政教育専攻小学校コース３回生 

嶋田 南 

私が準備の段階から主体的に関わってきたものとして、大阪府消費者フェア２０１７と

第三回企業×学生交流会がある。消費者フェアでは、小学生を対象とした環境に配慮した消

費行動に関するクイズを考え、分かりやすく見やすいように画用紙にイラストとともにか

いた。小学生を対象とするということで、小学生にも身近で考えやすいものになっているの

か、説明のための言葉が難しくないか、習っていない漢字は使っていないか等、配慮すべき

ことが多かった。本番では参加してくださったのが大人の方ばかりで、簡単すぎるクイズで

あったにも関わらず、楽しんでくださっている様子もうかがえ嬉しかった。 

第三回企業×学生交流会では、ワークショップの担当をした。企画担当と司会担当の方た

ちとワークショップのテーマを決めるにあたっては、話し合いの中でどんどんテーマに盛

り込みたいものが広がり、大きくなってしまい困難な場面もあったが、なんとかグループワ

ークで活発に話し合いが出来そうなテーマに絞り込むことができた。テーマが決まった後

は、グループワークが活発に行われるためには、私からのどのような情報の提供や声かけが

あるべきなのかを考え、パワーポイントと原稿の作成にあたった。本番では各グループの作

成したキャッチコピーを見て、自分の伝えたかったことがちゃんと伝わっているような気

がして感動した。反省点としては、時間が押してしまうことを予想できておらず、当日その

場であわててワークショップの時間配分を考え直すという事態になってしまったので、そ

のようなことも事前に想定しておけるようにしたい。 

 

大阪工業大学工学部４回生 

津田 仁成 

私は 2016年度に引き続き、2017年度の消費者教育学生リーダー会活動に参画しました。

活動を通して、たくさんの他大学の仲間や社会人の方と知り合い議論する機会を得ること

ができました。企業×学生交流会など協力して 1 つのことを成し遂げることは、良い経験

になりました。 

私は消費者教育学生リーダーの認定要件を 2 年にわたって満たしましたが、このような

例もあるということを後に続く学生のみんなにも知ってもらいたいです。 

この春から地元兵庫県で就職しますが、この消費者教育学生リーダー会で得た経験を活

かし、一消費者市民としてより良い消費行動について考え、広めていこうと思います。 

 

 



追手門学院大学１回生 

林 昌宏 

 私は、これまで三回行ってきた消費者教育活動で、多くのことを学びました。 

 まず、企業の方々と直接話すことができました。企業の方々と直接知り合って、名刺交換

まで行えたというのは、貴重な経験でした。次に、グループワークを行ったのは、いい経験

でした。企業の方々も交えて意見を交換していると、自分では考え付かない意見にお互い気

づきあって、良い学びでした。消費については一人で考えるものではないということが表れ

ていたように思います。最後に、第二回にて、自分が思う消費者教育について発表しました。

今思い返してみれば反省点も多いですが、改めて消費者教育について考え直す、いい機会で

した。 

 今後は、もっと企業の方々と話す機会を増やしたいと思いました。特に、これまで参加し

てくださった方々は比較的大手の方が多い印象だったので、ベンチャー企業の方とも話し

てみたいと思いました。 

 

大阪成蹊大学マネジメント学部スポーツマネジメント学科２回生 

福田 悠斗 

 まず最初に、私はリーダー会活動を知りませんでした。ゼミの先生にポスターを見せられ、

たまたまその日が空いていたので消費者教育の講義を受けることにしました。最初はなん

となく講義の内容を聞いていました。しかし、講義を受け消費者教育を理解していくうちに、

これはとても大切な活動なのではないかと考えるようになりました。本当に最初は資格の

ことばかりを考えていて、活動に参加していたのですが活動の用途を知っていくと、あ、こ

れはやらなきゃだ。と思いました。私は、資格獲得の一環として和歌山に岡崎先生の消費者

教育の講座の手伝いに行きました。そこでまずびっくりしたのが講座を受ける方の人数で

す。５０名ほど来られていて驚きました。お年寄りが多く見えていたのでやはり詐欺などに

かからないように気を付けているんだなと感じました。岡崎先生の一つの講義が一体どれ

くらいの人を救えてるのかと考えました。しかしあの時の講座を受けていても詐欺にかか

る人はいると思いました。今はまだまだ小規模ですが、消費者教育を人に伝えられる人が増

えないといけないと思いました。それに自分も加わって力を貸せれば幸いです。 

消費者教育を多くの人に知っていただきたくて企業交流会で司会やファシリテータを担

当しました。正直この企画の打ち合わせが始まった時からすごく不安でした。人前にでると

あまり声も通らなくなるので、悪い方向にばかり考えてしましました。でも、ほかの大学の

人たちが先生のようにしゃべるのが上手で、同い年と思えないほど堂々としていたので負

けていられないと思いました。司会は時間とかも気にして進行しなければいけないので、少

し焦りましたが助けてくれる方もいたので、時間通りに進行することができました。ワーク

ショップは楽しみながら消費者問題を解決する意見をたくさん出せたので、これほど効率

の良いワークショップはないと思いました。企業の方や来てくれた学生の方々に、私たちな

りの消費者教育が伝わっていれば幸いです。 

最後に、消費者教育の活動を通して自分の中での考え方が変わり、そして自分の様々な能

力の成長が見られたと思うのでとても有意義な時間でした。これからも、学生リーダーの一

員として貢献していければと思います。 

 

和歌山大学 教職大学院授業力実践コース M1 

宮本貴章 

消費者フェアで子供向けに環境を考えた消費行動についてのクイズを実施した。その中

で「スーパーで割り箸を勧められた場合もらうかもらわないか」という問題を出した。答え

は「割り箸は貰わないようにする」が正しいと考えたが、本当にそうだろうかと改めて割り

箸について調べてみた。そうして分かったのが、国産の割り箸の多くが端材や間伐材を用い



たもので割り箸のほかに有効な利用価値がないものを使用しているということだ。そこだ

けを見ると割りばしの使用は、環境にそれほど影響を与えないように思える。しかし日本で

流通している大半の割り箸は中国産であり、中国では割り箸のために森林伐採している地

方がある。しかも伐採した後に木を植えないため、どんどん森林が減ってしまう。それは中

国だけの問題ではなく二酸化炭素の増加や黄砂など日本にも関係が深いものである。そこ

まで調べてみてやはり割り箸は使用しないほうが環境に良いと再確認できた。そして私一

人が割りばしの使用を控えるだけでは中国の森林伐採は食い止められないが、ボランティ

アなどの啓発運動をする中でもっと多くの人にこのことを伝えたいと感じた。 

また「歯磨きをしています。水を出しっぱなし？or止める」という問題も出した。この問

題に関しても出す前に詳しく調べてみた。水を一日出したままにすると約 2880 円かかる。

仮に歯磨きの際水を 3分出しっぱなしにしたと仮定して一年続けた場合約 6480円だ。これ

だけ見るとそれほどの負担ではないように思える。しかしこの水は下水道を通って下水処

理場に流される。そこでゴミや砂を除去してから残りの汚れは微生物に食べさせる。そうし

てやっと水を川に戻すことができる。この作業には多くのエネルギーが消費される。下水道

は国内の年間消費電力量の約 0.7%を占める。ここまで調べて水の無駄遣いを控えなければ

いけない意味が具体的に理解できた。 

以上のように消費者教育の啓発を行う中で私自身が勉強させていただいている。今後も後

悔しない消費行動が行えるよう消費者教育について深く学び、周りを巻き込み、啓発運動に

取り組みたいと考える。 

 

大阪成蹊大学マネジメント学部スポーツマネジメント学科２回生 

和田 佳寿也  

 この消費者教育学生リーダーになろうとしたきっかけはとても単純で、友達に誘われて

資格もとれるからというものでした。しかし、これまで行ってきた活動、最初の消費者教育

の講座から和歌山県消費者教育講義のＴＡ活動、企業交流会によって、消費者教育の活動は

今日までの自分の成長にとって欠かせないものとなっていました。 

 元々というか今もですが、私はあまり積極的に活動することが得意ではありません。変に

周りに気を遣ったり、人見知りしたりしてしまうからです。しかし、そんな自分も消費者教

育の活動を重ねるうちに少しずつ活動的になることができました。そうなれたのは一緒に

頑張っている二期生の仲間や、困ってくれる一期生の人たち、ＡＣＡＰの方々など、支えて

くれたみなさんのおかげです。正式に消費者教育学生リーダーになったころには、資格以上

のものを得ていました。 

 なので、私がこれから学生リーダーとしてやっていきたいことは、もっと仲間を増やすこ

とです。特に、私のように積極的に活動することが苦手な人たちに学生リーダー会に入って

もらえるようにしたいと思っています。そして、活動を通して苦手を克服し、活動の輪を広

げていきたいと考えています。あまり大きなやりたいことと言うわけではありませんが、こ

れが私なりの考えです。 

 
 

 

 

 

 

【１期生】 

和歌山大学経済学部ビジネスマネジメント学科４回生  

上田 ことみ 



 今期は、一期生として二期生のサポートを主に心掛けて行動した。少し引いたところから

消費者教育を見ることで、より消費者教育の考え方が深まったと思う。 

 二期生を見ていて、今後活動をしていくにあたって、また、三期生、四期生と続いていく

のなら、こんな内容の講習があればいいだろうと感じたことかある。 

 まず、一つ目はファシリテーターのやり方などについての講習があればいいと感じた。私

が初めて参加したときは、三回生だったのでそれほど難しくはなかったですが、一回生や二

回生、三回生でも経験がない人は何をすればいいかわからず少し戸惑うだろう。実際に、戸

惑っているメンバーも何人か目にした。得意不得意はあるかもしれないが、人数が集まらな

いときなど自分がやらなくてはいけない機会が必ずあるのでそれを考えると、自信をもっ

てできるようにしてあげたいと感じた。やることで慣れることだが、基礎の知識などがある

と就活でも使えることなので、ぜひやってあげてほしい。 

 次に、名刺の渡し方などビジネスマナーに関する講習をしてあげてほしいと感じた。これ

は実際に、「名刺を交換したくても仕方がわからない」という声があったのでリーダー会と

して今後、企業の方に接する機会が増えるのでそういった基礎的なことは知っている方が

場をまだ楽しめるのではないかと考える。 

 こういった講習をすることで学生が伸び伸びと行動できるようになり、より活発に活動

できるようになると思う。リーダー会でこのようなことが学べるというのはリーダー会と

してのアピールポイントの一つにもなるだろう。 

 私も今年大学を卒業するが、卒業後も参加できる日は OG として活動に参加できるとき

は参加したいと思う。そして、就職先でもこの消費者教育の考え方を広げていきたいと思う。 

これがリーダー会としての今後の私の活動方針である。これからもリーダー会にはぜひ

色んな活動に参加してもらい、もっと活発で大きい組織になってほしいと思う。 

 

阪南大学経済学部経済学科４回生   

喜田 勝成 

今年度は 8 月 4 日に開催された親子イベントのボランティアと 11 月 19 日の企業交流会

（食）に参加しました。親子イベントでは、小学生の子でもスマートフォンを持っていたこ

とから、インターネット時代へと変化を感じました。ネットは便利ではあるがその反面、簡

単に金銭問題や詐欺が起こりうる可能性がある。従って今回はスマホゲームの課金事情に

ついて、子供と一緒にグループワークを行った。そこで子供達は私が思っていたよりたくさ

んのゲームをしていた。課金をしている子は居なかったが、私は親が子供の現状を把握する

ことが大切だと思いました。例えば、どんなゲームをしているかや課金をしているかはもち

ろん、ゲームの提供者がどういうふうに課金につなげようとしているのかを親に考えて欲

しいと思います。 

企業交流会では食べ物の賞味期限について話し合いました。保存方法１つで賞味期限の幅

が全然違うということを知りました。適温についても勉強しました。この機会で普段どれだ

け何も考えないで日常を過ごしていたのかが分かりました。これからは食品の保存方法を

考えようと決めました。それから、食品に関して意識向けるようになったので、良い企業交

流会になりました。これからも学生と企業で交流をしていきたいと私は考えています。 

 

大阪音楽大学 音楽学部音楽学科 ピアノ専攻４回生  

藤井 遥美 

8月の金融庁のボランティアの時は、一昨年の夏の大東市の子どもボランティア時の経験

を思い出しながら活動しました。金融庁ボランティアの一番のテーマでもあった、「これか

ら考えるきっかけ作り」に、果たしてなっただろうかなど、まだまだ考えるべき課題はたく

さんありましたが、それでも過去の経験を元に、前よりは色々工夫できたり、上手にできた

りしたこともある、そう考えると、何だか不思議な気持ちになりました。 



今年度は、特に後半、卒業試験などの理由でなかなか活動に参加できなかったことが悔や

まれます。せめて参加できた 3 回目の交流会で、二期生の方々が忙しく楽しそうに活動し

ているのを見て、昨年の私もこのような感じだったのだろうか？と思いました。前で話して

いる様子を見るときや、グループワーク中にファシリテーターさんの話を聞くときも、昨年

度とは全く違う目線になっており、少し驚きました。 

また、日常の様々な場面で、自分の選択や消費に自覚的になりました。より良い選択がで

きたと思えるときもあれば、本当はするべきではなかった、と後から後悔するときもありま

したが、意識の変化そのものはめざましいなと思います。一期生として活動したことが、自

分の考え方や行動に反映されていることがとても嬉しいです。これからの人生でも、ちょっ

としたときに今までの活動が活かせられたらと思います。 

 



 

 

 

 

 

資料７   

大阪府消費者教育学生リーダー会議次第 

  



平成 29年度 第１回 大阪府消費者教育学生リーダー会 

次 第 

 

日時：平成 29年 4月 14日（金）18：00～20：00 

場所：梅田シルタス 10階 A会議室（大阪駅前第三ビル） 

 

 

議 事 

１．大阪府からのボランティア協力依頼について 

２．学生リーダー会独自ホームページの立ち上げについて 

 

 

＜資料＞ 

資料１ 大阪府からの依頼内容 

資料２ 大阪府金融広報委員会イベント企画案 

 

 

 

１．大阪府からの消費者教育学生リーダー会へのボランティア協力依頼について 

 

大阪府から、学生リーダー会に下記のボランティア活動の依頼があった。 

学生リーダー会は各方面から注目されているとのことで、今後、こうした依頼が出てくるものと思わ

れる。 

ついては、今回の対応、また今後の対応等について検討いただきたい。 

 

 

１．依頼案件 

（１）大阪府金融広報委員会イベント 

  【日時】8月 4日 

  【タイトル】「夏休み！親子で楽しむお金探検隊」 

  【内容】・当初は、府の割り当てとして、「スマホタブレット」となっていたが、 

   この点についてはあくまでも仮テーマで委員会が提示しただけで、テーマは大学生が実

施可能なようにしてもらってよい 

・金融広報委員会の出し物や近畿財務局の出し物は、もともと持ちネタを活用していると

思われるので、この辺は固まっているものと考えて重ならないようにテーマ設定をした

方がよい 



  【もち時間】40分程度 

  【全体プログラム】大阪府金融広報委員会のプログラムの１コマをリーダー会が担当 

 

 

（２）豊中市のイベントについて 

  【日時】７月５日（水）午後開催 

【開催】豊中市のくらしかん 20周年と生活広場１０周年を記念して行事を、「豊中市」と「とよな

か消費者協会」の共催で行う 

  【内容】「大学生による寸劇」３０分程度を期待 

  【もち時間】30分程度 

【要望】可能であれば、一般成人向けに見せられるテーマを２，３示してもらって豊中市と協会が

選びたい 

例）「ワンクリック請求」 

  



２．HP作成 

  現在、リーダー会に対して、複数のオファーが来ている。消費者教育を扱っているところが少ない

ことから、アピールの仕方により、今後増えていく可能性がある。 

そこで、学生リーダー会の HPを作成し、リーダー会の存在や活動を広くアピールするとともに、

消費者教育について普及・啓発する。 

  ついては、どんなHPにしたいかを検討する。 

 

（１）HPの内容 

  ○リーダー会について紹介 

  ○活動実績の紹介 

  ○リーダー会に参加する方法の告知 

  ○リーダー会の日常的な活動をみえやすくするために facebookやツイッターなどの枠をつくり、

顔の見えるHPづくりをする 

  ●外からのリーダー会活動へのオファーに対する呼びかけ＆できることを提示 

 

 

 

（２）HPの設置 

  ○HPの設置は、産学協働人材育成機構 AICEで準備。経費も支援 

  ○現在テストサイトで、府事業の下部に設置しているが、今後はリーダー会で独立したサイト作り

を行う 

 

http://www.w-works.jp/test/aice_consumer/student_leader/index.html 

   

 

 

（３）検討事項 

  ○誰がHPを更新するか？ 

  ○どこまで学生が更新するか？ 

   ①更新はすべて AICE 

   ②学生が更新するページを設定し、そのページ部分を更新（この場合学生のページは独立させる

予定） 

   ③更新はすべて学生 

 

 



平成 29 年度 第 2 回 大阪府消費者教育学生リーダー会 

次 第 

 

日時：平成 29 年 6 月 16 日（金）18：00～20：00 

場所：梅田シルタス 10 階 D 会議室（大阪駅前第三ビル） 

 

 

議 事 

１．大阪府金融広報委員会からのボランティア協力依頼について 

（１）企画書づくり 

（２）依頼者からの質問事項について 

２．豊中イベントについて 

 

 

＜資料＞ 

資料１ 大阪府金融広報委員会企画書 

資料２ 広報委員会イベントちらし（案）※取扱注意 

 

 

  



１（１）企画書づくり：大阪府金融広報委員会イベント （資料参照） 

  【日時】8 月 4 日 

  【タイトル】「夏休み！親子で楽しむお金探検隊」 

  【内容】・当初は、府の割り当てとして、「スマホタブレット」となっていたが、 

   この点についてはあくまでも仮テーマで委員会が提示しただけで、テーマは大学生が実

施可能なようにしてもらってよい 

・金融広報委員会の出し物や近畿財務局の出し物は、もともと持ちネタを活用していると

思われるので、この辺は固まっているものと考えて重ならないようにテーマ設定をした

方がよい 

  【もち時間】40 分程度 

  【全体プログラム】大阪府金融広報委員会のプログラムの１コマをリーダー会が担当 

 

  ＜学生リーダー会の対応＞ ※前回の会合で話し合ったこと 

  【テーマ】「スマホを利用した見えないお金について考えよう！」 

【目 的】子は課金の危険性を知り、親は子ども課金行動を知る。お互いを知ることで、家庭内で

の会話を増やし、危険性の予防を図る。 

【手 法】ワークショップ形式。 

     ・１チーム５～６名。子のみのチームづくり。 

・リーダー会の学生１人がファシリテーターとして入り、ワークショップをコーディネ

ートする。 

・子は、自分たちが行う、あるいは行いそうな課金について話し合い、知らないうちに

金額が増えていく怖さも合わせて知る。 

・親は親チームでワークショップを行い、子の課金行動を予想する。 

・子、親双方のチームで出た意見を発表しあう。 

・課金についての行動や怖さについて、子、親それぞれの立場で考え、今後の行動につ

なげる。 

・リーダー会の学生は８から１０名の参加を予定。 

 

 

 

１（２）金融広報委員会からの質問事項 

（質問１） 

○イベントへご協力いただく方の人数を教えてください。 

また、交通費は当日領収書にサインのうえ手渡しを考えております。 

御協力いただく方のフルネーム、最寄駅を一覧表にして事前にお渡しください。 

※交通費については最寄駅から淀屋橋駅の最短経路を算出します。 

 



（質問２） 

○イベント会場（日銀大阪支店）への入り時間について、事前にお伝えください。 

昼休み（12 時 50 分まで）は支店内の参加者への案内対応があるので、できればそれ以降の入り

時間ですと助かります。 

また、待合室の確保などは必要でしょうか。 

 

 

＜その他金融広報委員会依頼内容事項＞ 

○リーダー会プログラム（「イベント③ スマホを利用した・・・」）が終わったあとの、「イベン

ト④ 貯金箱作製」にスタッフとして参加していただけないでしょうか。 

（参考） 

 プログラムは段ボールを組み立てて簡単な貯金箱を作成するものです。 

 子どもが簡単に組み立てできるようなものなので、事前打ち合わせや資料の読み込みなど、特

に不要です。 

 リーダー会の皆さんには子供のテーブルに一緒に座っていただき、子供の貯金箱組み立て補助

をしながらたのしくお話しなどしていただければと思っております。 

 

○「イベント③ スマホを利用した・・・」の内容確認について 

「イベント③」の枠は「大阪府枠」となっている関係上、イベント内容を当センターでも事前

に確認しておきたいと思っています。 

いずれかの時点で事前に発信内容をチェックできるようご調整お願いできますでしょうか。 

※例えば台本のチェックとか。（抜本的な内容チェックというイメージではなく、誤った情報

が発信されていないかのネガティブチェック的イメージです。） 

 

 

 

  



２．豊中市のイベントについて 

  【日時】７月５日（水）午後開催 

【開催】豊中市のくらしかん 20 周年と生活広場１０周年を記念して行事を、「豊中市」と「とよな

か消費者協会」の共催で行う 

  【内容】「大学生による寸劇」３０分程度を期待 

  【もち時間】30 分程度 

【要望】可能であれば、一般成人向けに見せられるテーマを２，３示してもらって豊中市と協会が

選びたい 

例）「ワンクリック請求」 

 

  ＜学生リーダー会の対応＞ 

【担当者】 大阪経済大学演劇サークル 

【リーダー会担当者】 丸山晃弘 

【必要経費】 

○交通費  実費 

○経費   ８万円 

 ＜経費８万円の内訳＞ 

・大道具  5 千円 

・小道具  5 千円 

・衣装    1 万円 

・携帯型調光卓  ２万円 

・サンプラー    ４万円 

  ※最低限、大道具、小道具、衣装代は欲しい。 

【経費の支給】 

2 万円（大道具、小道具、衣装代）＋交通費は支払う予定 

【劇の内容】 

・マルチ商法 
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平成 29 年度 第３回 大阪府消費者教育学生リーダー会 

次 第 

 

日時：平成２９年７月２１日（金）１８:００～２０:００ 

場所：梅田シルタス １０階 D 会議室（大阪駅前第三ビル） 

 

議 事 

１．大阪府金融広報委員会からのボランティア協力依頼について 

（１）企画書、台本の最終確認 

（２）依頼者からの確認事項について 

    ①当日の会場レイアウト 

    ②グループ分け 

    ③スマホをもっていない子どもたちへの対応 

    ④館内飲食禁止 

    ⑤当日の交通費申請 

（３）当日用意するもの、持ち物について 

２．H29 年度「消費者教育リーダー養成講座」TA について 

３．大阪府消費者フェアへの参加について 

４．豊中イベントについて 

５．リーダー会 HP について 

 

 

＜資料＞ 

資料１ イベント会場レイアウト図 

資料２ 参加者一覧 

資料３ 夏休みイベント企画書 

資料４ 台本 

資料５ 広報委員会イベントちらし 

資料６ 金融広報委員会からの質問事項 

資料７ 平成 29 年度大阪府消費者教育リーダー養成講座募集ちらし 

資料８ 平成 29 年度大阪府消費者教育リーダー養成講座カリキュラム 

資料９ 平成 29 年度大阪府消費者フェア リーダー会プログラム 

資料 10 学生リーダー会 HP 
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１．大阪府金融広報委員会からのボランティア協力依頼について 

（１）企画書、台本の最終確認 

 

 

 

 

（２）依頼者からの確認事項について 

    ①当日の会場レイアウト 

    ②グループ分け 

    ③スマホをもっていない子どもたちへの対応 

    ④館内飲食禁止 

    ⑤当日の交通費申請 

 

 

 

（３）当日用意するもの、持ち物について 

    ○集合時間：12：30 

    ○集合場所： 

リハーサルができる控室を用意いただいています。（後日場所をお知らせします） 

 

    ○修了後、｢貯金箱づくり｣で子どもサポートができる人は残ってお手伝いしてください。 

 

 

 

 

２．H29 年度「消費者教育リーダー養成講座」TAについて 

 

 ○H29 年度「消費者教育リーダー養成講座」に 1 期生を TA として採用し、講座支援を行ってもら

うこととした。 

  ＜理由＞ 

本取組では、講座を修了あるいは受講した学生が、消費者問題に関する教育・啓発のボランティ

ア活動を行うことを課している。しかし、受講したばかりの学生は、何を伝えるべきか、実際に

どのように具体化していいのか、すぐに理解するのが難しいことが昨年度の経験で分かってい

る。そこで本年度は、講座の中に昨年度リーダー認定された１期生を養成講座のティーチングア

シスタント（TA）として参加してもらい、自らの体験で得られた知見や課題や問題点を具体的に

受講生に伝えることで、リーダー会で求められるボランティア活動の内容について、一人ひとり

が当事者意識をもって考えることができるよう工夫する。 
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 ＜TA 依頼内容＞ 

  ○日時：平成 29 年 8 月 26 日（土）10：00～16：30 

           8 月 27 日（日）10：00～16：00 

  ○会場：大阪府立大学 I-Site なんば 2 階（1 日目：C2 会議室、2 日目：C1 会議室） 

  ○対象：リーダー会 1 期生のうちリーダー認定を受けた者 

  ○謝金：1 日 5,000 円（交通費、源泉所得税含む）×参加日数 

 

 ＜講座内発表者＞ 

 （１）8/26（土）13：30～（60 分）応用講座 3 限目 リーダー会の事例紹介 

    昨年度実施したリーダー会の活動のうち、①から④、各５～10 分程度 

     ①「変革」パンフレットづくり 

     ②子どもイベント 

     ③交流会 

     ④追手門演劇 

 （２）8/27（日）11：20～（90 分）実践講座Ⅰ8 限目 交流会等の企画を考える 

    受講生は 4 チームに分かれ、交流会①～③、11/3（祝）大阪府消費者フェアの各企画づくり

を行うが、チームに入って学生の企画づくりの支援を行う。体験なども伝えていく。 

     

    ※大阪府消費者フェアは、大阪府咲州庁舎１階ロビーにて開催。 

     プログラムは、ブースにて「子どもと遊ぼう～ACAP のバーチャル工場見学」 

 （３）8/27（日）14：30～（30 分）実践講座Ⅱ10 限目 振り返り（２） 

    振り返りの時間の中の「（２）消費者教育学生リーダーとして何がしたいか？について考え

る」を担当。受講生と一緒に、今後消費者教育学生リーダーとしてしたいことを考えてい

く。 

  ○謝金：各講座 1 回担当：2,000 円（源泉所得税含む）×担当回数 

 

 

３．大阪府消費者フェアへの参加について 

  毎年開催されている「大阪府消費者フェア」に学生リーダー会として参加する。 

○日時：平成 29 年 11 月 3 日（金祝）時間未定 

○会場：大阪府咲州庁舎１階ロビー（裏側） 

○演目：大阪府消費者教育学生リーダー会の活動紹介（舞台）30 分 

    これまで活動してきたリーダー会の活動内容を楽しく紹介する。 

    手法は、お任せだが、参加者が一般の人であることから、楽しく紹介することがポイン

ト。例えば劇やクイズ形式など何でもよい。 

○謝金：3,000 円（交通費、源泉所得税含む） 
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４．豊中イベントについて 

  対応：大阪経済大学 演劇部 

 

＜豊中からきたお礼メール文＞ 

本日、大阪経済大学の演劇部の学生さん 10 人に寸劇をしていただきました。とてもわかりやす

く、表現もリアルで、非常に好評でした。80 人を超える受講者で、くらしかんの担当者もうれしい

悲鳴をあげるほどの盛況でした。お世話になり感謝しております。本当にありがとうございまし

た。厚く御礼申しあげます。 

とよなか消費者協会 谷口佳以子 

 

 

 

５．リーダー会 HP について 

  現在、リーダー会に対して、複数のオファーが来ている。消費者教育を扱っているところが少ない

ことから、アピールの仕方により、今後増えていく可能性がある。 

そこで、学生リーダー会の HP を作成し、リーダー会の存在や活動を広くアピールするとともに、

消費者教育について普及・啓発する。 

  ついては、どんな HP にしたいかを検討する。 

 

（１）HP の内容 

  ○リーダー会について紹介 

  ○活動実績の紹介 

  ○リーダー会に参加する方法の告知 

  ○リーダー会の日常的な活動をみえやすくするために facebook やツイッターなどの枠をつくり、

顔の見える HP づくりをする 

  ●外からのリーダー会活動へのオファーに対する呼びかけ＆できることを提示 

 

 

 

（２）HP の設置 

  ○HP の設置は、産学協働人材育成機構 AICE で準備。経費も支援 

  ○現在テストサイトで、府事業の下部に設置しているが、今後はリーダー会で独立したサイト作り

を行う 

 

http://www.w-works.jp/test/aice_consumer/student_leader/index.html 
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（３）HP の更新について 

  ○誰が HP を更新するか？  

  ○どこまで学生が更新するか？ 

   ①更新作業はすべて AICE 

   ②学生が更新するページを設定し、そのページ部分の原稿を学生がつくり、AICE へ送付→AICE

事務局で HP 更新 

 

 



 

 

 

 

 

資料８   

南大阪地域等大学合同展示発表会当日パンフレット 

  







 

 

 

 

 

資料９   

追手門学院大学消費者教育演劇「宇宙ノ正体～メロス編～」

ちらし 

  





問合わせ先
メール ： otemon.step.fl@gmail.com
お電話 ： 072-641-9159

(担当：横田 修)

料金 無料(要、申し込み)

予約方法
右のQRコードを読み取りリンク先に観劇希望日時・代表者
名・人数・お電話番号を記入の上、送信し、予約ください。

㊟ QRコードが読み取れない場合は下記の問い合わせ先
に必要事項を記入の上、ご予約ください。

会場
追手門学院大学 学生会館2階 展示室

参加学生
㊟五十音順

岡留 侑吾

岡本 紗也可

柿田 一輝

加藤 桃佳
川井 脩平

川口 海渡

北村 優生

小林 拓未

小林 力

西岐 賢人

下茂 太一

戸梶 泰志

林 宰人
林 雅博

平田 ひなの

益田 愛恵里

宮村 友樺

山田 諒奈

他

Twitter /  Facebookも更新中
Twitter @otemon_step

Facebook @OTEMON.STEP

将軍山祭

実施中

この公演は…
追手門学院大学社会学部コミュニケーション・表現プログラム芸術実践プロジェクト【ＳＴＥＰ】
【STEP】は、追手門学院大学社会学部コミュニケーション・表現プログラムが展開する舞台表現プロジェク
ト（Stage Expression Project）の略称です。学生とプロのアーティストががっちりタッグを組んで、一般の観
客の鑑賞に堪える舞台芸術作品の制作を目指します。社会学部生のプロジェクトですが、全ての学部の大
学生が参加可能です。

平成29年度大阪府消費生活センター委託事業「大学生期における消費者教育推進事業」産学
協働人材育成機構AICEを活用した大学生による消費者教育推進の取り組み～継続性のある

仕組み作りを目指して～
http://www.aice-p.com/consumer/
消費者として自立した判断能力を持ち、社会に出たときには消費者市民社会の実現に向けて消費者教育
活動の中核を担う人材育成を目的とした「大阪府消費者教育学生リーダー養成」プロジェクトの一環として、
追手門学院大学では消費者問題をテーマとした演劇を行います。

ＪＲ茨木 阪急茨木

5号館

校内マップ

ここ

公演日時
2017年11月4日(土)①13：00～

11月5日(日)②11：00～③14：15～
㊟開場は開演時間20分前・上演時間は1時間半を予定

アクセス
住所 ：大阪府茨木市西安威２丁目１番１５号
最寄り駅 :ＪＲ茨木駅、阪急茨木市駅

㊟各駅からスクールバス等でお越し下さい。スクールバスは9:00～17:00
の間30分間隔 で運行しています。所要時間は20〜25分程度です。

スクールバス乗り場 右図



 

 

 

 

 

資料１０  

大阪府消費者フェアちらし 

  







 

 

 

 

 

資料１１  

和歌山大学単位互換科目「消費生活論」概要 

  



平成 29年度 

和歌山大学教育学部 

「消費生活論」 

 

講座の概要： 

本講座においては、消費者市民社会の一員として生活について振りかえる。 

「消費者主権」の考え方に基づき、具体的事例をふまえて講義する。あわせて、企業や行政、市民団体の

活動にもふれつつ、現場実習の機会も設定する。   

 また「消費者教育」をめぐる課題についても詳述する。平成 24年消費者教育推進法の制定により、そ

の目的は単に悪徳商法等によって「だまされない」ための教育から、より望ましい社会を目指す「消費者

市民」の育成へとシフトしてきた。本講においては、そうした新しい消費者教育に関する知識を学ぶとと

もに、受講者自身が消費者市民として、またそうした市民社会を創造するリーダーとしての成長を図る

ものである。 

 

実施日時：平成 29年 10月 28日（土）、29日（日） 

平成 29年 11月 3日（金）、 4日（土） 

 （全日 10:00集合。解散時刻は別紙を参照のこと。） 

 

場  所：泉大津市役所 泉大津市東雲町 9番 12号 

（南海本線 「泉大津」駅下車 東出口から北東方向に徒歩約 5分） 

 

カリキュラム： 

1. 授業概要オリエンテーション 

2. 消費者問題を法的な裏付けのもとに整理し、自分の問題として理解する。 

3. 法的、国際的な情勢を踏まえた「消費者市民教育」の動向について知り、消費者教育の必要性・

内容を理解する。 

4. 消費者教育の実践力をつける。各種の消費者教育のあり方を学び、実習について自分達で計画す

る。 

5. 消費者問題に関わる専門家や企業の活動に触れる。 

6. 誰が、何処で、どの様な活躍をしているのかを知る。 

7. 地域の行政活動について知る。 

8. ライフステージに応じた消費者教育を知る 

9〜12.  消費者教育の実践１「消費者教育イベント」の準備 

13〜14. 消費者教育の実践１「消費者教育イベント」の実施 

15. 振り返りとまとめ 

 

（和歌山大学教育学部 岡崎） 



10月28日 時間 活動 内容 担当

10:00 講義 消費者市民社会について① 岡崎

11:00 ワークショップ 消費者市民社会について② 岡崎

12:00

13:00 講義 消費者教育について① 岡崎

14:40 ワークショップ 消費者教育について② 岡崎

16:10

10月29日 時間 活動 内容 担当

10:00 講演 自治体における環境と消費の課題① 生涯学習課

11:00 ワークショップ 自治体における環境と消費の課題② 岡崎

12:00

13:00フィールドワーク市役所他の見学 岡崎・生涯学習課

14:30

15:00 講演 消費における課題と企業活動① ACAP

16:00

11月3日 時間 活動 内容 担当

10:00 ワークショップ 企画構想 岡崎・上田

12:00

13:00 ワークショップ イベント準備 岡崎・上田

16:00 岡崎・上田

11月4日 時間 活動 内容 担当
10:00
11:00
12:00
13:00
14:00
15:00

消費生活論２０１７プログラム

（追加プログラム）
和歌山県消費者教育講演会

反省会・次回に向けて

イベント
（泉大津市テクスピア大阪）

反省会・明日に向けて

昼食・休憩

昼食・休憩

反省会

昼食・休憩

休憩

岡崎・上田



 

 

 

 

 

資料１２  

和歌山県消費者教育講座ちらし 

  







 

 

 

 

 

資料１３  

豊中市くらしかん 20 周年生活広場 10 周年記念行事ちらし 

  



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

☆くらしかん開館２０周年・生活情報ひろば開設１０周年記念事業☆ 

と  き   ７月５日（水）１３時３０分～１５時３０分 
ところ 生活情報センターくらしかん ３Ｆイベントホール（豊中市北桜塚2-2-1） 

  

寸劇 「本当はこわーいマルチ商法」   

出  演  大阪経済大学演劇研究部「解帯劇場」 
  
劇団紹介   今年で７１年目を迎える歴史ある劇団です。        
               現在２８人で活動しており、定期公演を 

               はじめ、消費者問題をテーマに演じるなど、                   

               活発に活動しています。                                                                      

 

 

 

 講演「健康食品」のウソ・ホント 
「元気になる？」「やせる？」その食品の効果は本当なの？ 

 あなたにとって、本当に健康な食生活を考えてみませんか。 

  講 師   群馬大学名誉教授 高橋久仁子さん 

                                      講師紹介 長年、食生活教育を研究。メディアに振り回されない食生活      

                                                    を提唱している。 

                                                    著書に『「健康食品」ウソ・ホント』講談社ブルーバックス   2016  他 

 

定 員 ７０人   費   用  無料 

 
  
申込み  電話またはＦＡＸで生活情報センターくらしかんへ。 
     先着順。 

    電話：０６－６８５８－５０７３ 

     FAX：０６－６８５８－５０９５ 

保 育 １歳～就学前、定員１０人 

   【保育は６月２８日（水）までに申込み(有料)】    

   阪急宝塚線「豊中」駅下車約８５０ｍ 

阪急バス停「北桜塚」「豊中市役所北」下車 

消費生活セミナー 

   大阪府消費者フェア 

（グランフロント大阪での公演） 



 

 

 

 

 

資料１４  

大阪府金融広報委員会主催「夏休み親子イベント」ちらし 

  



Kinki Cats 
©近畿財務局 

 夏休み！親子で楽しむお金探検隊 

日時 平成29年8月4日（金） 9：50～16：00 

会場 日本銀行大阪支店  大阪市北区中之島2-1-45 

対象 小学生（3年生～6年生）とその保護者 

定員 40名程度（お子さまとその保護者1名〈複数不可〉） 

  なぞのネコ 
©大阪府金融広報委員会 

消費者教育推進大使 
大阪府広報担当副知事もずやん 

©大阪府 

 

【お申込み・お問合せ先】 

 大阪府金融広報委員会事務局 

 TEL 06-6206-7748 
※ 申込みはお電話でお願いします 

※ 先着順・定員になり次第、締切となります 

※ 申込み受付は6月19日（月）9：00開始 
 

 

主催／大阪府 近畿財務局 
   大阪府金融広報委員会 
   日本銀行大阪支店 

子どもの考える力を養う参加型イベントです。 

お金の大切さや賢い使い方について学ぶプログラム

を親子で体験しませんか？ 

今年スタートした新企画です。 

奮ってご参加ください!! 

裏面の 

プログラム詳細

も要チェック！ 

僕と一緒に記念
撮影しよな！ 

参加費 
無 料 



時 間 プログラム 

9:50～10:00 日本銀行大阪支店 集合（受付、資料配付） 

10:00～10:10 開会式 

10:10～11:30 イベント① 日本銀行大阪支店 見学 

11:30～12:40 一旦解散、各自で昼食 

12:50～13:50 イベント② おこづかいすごろく 

14:00～15:00 

イベント③ 
スマホを利用した見えないお金について考えよう！ 
（もずやんとの記念撮影あり） 
 協力：大阪府消費者教育学生リーダー会 

15:10～15:50 イベント④ 貯金箱作製 

15:50～16:00 閉会式 

プログラムの詳細 

淀屋橋駅からの道順 
地下鉄「御堂筋線」・京阪電車「本線」の「淀屋橋駅」下車 

７番出口から徒歩２分 

 

 

 

 

皆さまの 
ご参加を 
お待ちして 
おります！！ 

※ お申込みの際の個人情報は、参加者への案内・運営のために利用し、ご本人の承諾なしにいかなる第三者にも開示提供することはありません。 



 

 

 

 

 

資料１５  

企業×学生交流会ちらし・次第（第１回～第３回） 

  





時間 プログラム 司会：飴田夏希（大阪成蹊大学）

１ 13:30(5) 開会
AICE企画運営委員長

鰺坂恒夫(和歌山大学)

第１部 活動紹介

２ 13:35(10) 消費者教育について
消費者教育学生リーダー会

杤尾晃広（大阪大谷大学）

３ 13:45(15)

消費者教育学生リーダー会活動紹介

①「大阪府金融広報委員会“夏休み！親子
で楽しむお金探検隊”」の活動について

消費者教育学生リーダー会

大矢萌々華（阪南大学）

②南大阪地域等大学合同展示発表会大阪大
谷大学劇団ポリス「寸劇で防犯を学ぼ
う！～特殊詐欺」の活動について

消費者教育学生リーダー会

杤尾晃広

４ 14:00(60)

消費者を大事にする企業活動紹介

「履き心地、デザイン、長持ち」の裏付
けとなる靴下づくりの姿勢

タビオ株式会社

会長 越智直正氏
(公益社団法人消費者関連専門家会議(ACAP)

会員企業)

15:00(15) 休憩

第２部 ワークショップ・交流会 ファシリテータ：岡本紗也可（追手門学院大学）

５ 15:15(60)

ワークショップ「人や社会や地球にやさしい消費
行動を考える」

○もったいない消耗品をなくすために
～どう伝えるかを考えよう！

グループディスカッション企
業＋学生

６ 16:15(10) まとめ
消費者教育学生リーダー会

岡本紗也可

７ 16:25(5)
閉会式
アンケート記入

消費者教育学生リーダー会

飴田夏希

第1回テーマ

衣



大阪府大阪市阿倍野区阿倍野筋１−１−４３

消費者教育推進大使
大阪府広報担当副知事

もずやん

第2回テーマ

食

ご興味がある方は

お気軽にご連絡ください

産学協働人材育成機構AICE事務局
堺市北区長曽根町130-42 さかい新事業創造センター100号 有限会社ダブル･ワークス内

TEL 072-240-7071 FAX 072-240-7081 E-MAIL consumer@aice-p.com
http://www.aice-p.com/consumer/ 

応募される方はこちら
以下の項目をメールに記載し下記メールアドレスまで応募してください。（TEL、FAXも可）
氏名、所属、連絡先（E-MAIL・携帯番号）

参加応募締切 定員50名（先着順） 応募締切 平成29年11月16日(木)

【Special Thanks】公益社団法人消費者関連専門家会議（ACAP）、 「ハルカス大学」プロジェクト

公益社団法人消費者関連専門家会議（ACAP） 理事長

①近鉄百貨店タワー館地下北口となりの【地下1階】エレベーターから１７階へ→②１７階で乗り換え→
③オフィスフロア用のエレベーター【低階層（17-25F）用】に乗って23階へ

http://harudai.jp/join/campus/

会場への
行き方



時間 プログラム 司会：福田悠斗（大阪成蹊大学）

１ 13:30(5)
開会
大阪府消費者教育学生リーダー会とは

消費者教育学生リーダー会

浦谷拓弥 （大和大学）

第１部 活動紹介

２ 13:35(10) 消費者教育について
消費者教育学生リーダー会

林昌宏（追手門学院大学）

３ 13:45(15)

消費者教育学生リーダー会活動紹介

①「追手門学院大学学祭での消費者問
題をテーマにした演劇」の活動について

消費者教育学生リーダー会

岡本紗也可（追手門学院大学）

小杉拓未（追手門学院大学）

林宰人（追手門学院大学）

②「大阪府消費者フェア」の活動につい
て

消費者教育学生リーダー会

津田仁成（大阪工業大学）

４ 14:00(45)

消費者を大事にする企業活動紹介

「小売現場における食品衛生への
取り組み」

株式会社 消費科学研究所

顧問 島谷克史氏
(公益社団法人消費者関連専門家会議(ACAP)

理事長)

14:45(15) 休憩

第２部 ワークショップ・交流会 ファシリテータ：和田佳寿也（大阪成蹊大学）

５ 15:00(70)

ワークショップ「人や社会や地球にやさしい消費
行動を考える」

○保存期間について～家の中の食べ
物大丈夫？

グループディスカッション企業
＋学生

６ 16:10(15) まとめ
消費者教育学生リーダー会

和田佳寿也

７ 16:25(5)
閉会式
アンケート記入

消費者教育学生リーダー会

福田悠斗

第2回テーマ

食



大阪府大阪市阿倍野区阿倍野筋１−１−４３

消費者教育推進大使
大阪府広報担当副知事

もずやん

第3回テーマ

住

ご興味がある方は

お気軽にご連絡ください

産学協働人材育成機構AICE事務局
堺市北区長曽根町130-42 さかい新事業創造センター100号 有限会社ダブル･ワークス内

TEL 072-240-7071 FAX 072-240-7081 E-MAIL consumer@aice-p.com
http://www.aice-p.com/consumer/ 

応募される方はこちら
以下の項目をメールに記載し下記メールアドレスまで応募してください。（TEL、FAXも可）
氏名、所属、連絡先（E-MAIL・携帯番号）

参加応募締切 定員50名（先着順） 応募締切 平成30年1月18日(木)

【Special Thanks】公益社団法人消費者関連専門家会議（ACAP）、 「ハルカス大学」プロジェクト

①近鉄百貨店タワー館地下北口となりの【地下1階】エレベーターから１７階へ→②１７階で乗り換え→
③オフィスフロア用のエレベーター【低階層（17-25F）用】に乗って23階へ

http://harudai.jp/join/campus/

会場への
行き方

公益社団法人消費者関連専門家会議（ACAP） 理事



時間 プログラム 司会：東真那（和歌山大学大学院）

１ 13:30(5)
開会
大阪府消費者教育学生リーダー会とは

消費者教育学生リーダー会 代表

宮本貴章 （和歌山大学大学院）

第１部 活動紹介

２ 13:35(10) 消費者教育について
消費者教育学生リーダー会

林宰人（追手門学院大学）

３ 13:45(15)

消費者教育学生リーダー会活動紹介

①和歌山大学単位互換「消費生活論」TA
活動について

消費者教育学生リーダー会

小路眞菜美（和歌山大学）

②和歌山県「消費者教育講座」TA活動に
ついて

消費者教育学生リーダー会

福田悠斗（大阪成蹊大学）

和田佳寿也（大阪成蹊大学）

③大阪府消費者教育学生リーダー会
ホームページによる情報発信について

消費者教育学生リーダー会
広報部リーダー

戸嶋陽向（阪南大学）

４ 14:00(45)

消費者を大事にする企業活動紹介

「広く社会や地球環境に貢献する存在で
あり続けることを目指して」

TOTO株式会社 お客様本部

谷一暢樹氏
(公益社団法人消費者関連専門家会議(ACAP)

理事)

14:45(15) 休憩

第２部 ワークショップ・交流会 ファシリテータ：
消費者教育学生リーダー会

嶋田南（大阪教育大学）

５ 15:00(70)

ワークショップ「人や社会や地球にやさしい消費
行動を考える」

○水資源に対する消費行動を見つめ
直そう！

グループディスカッション企業
＋学生

６ 16:10(15) 認定式
大阪府消費生活センター

所長 濵本慶一氏

７ 16:25(5)

閉会式
全体振り返り
ご挨拶
アンケート記入

消費者教育リーダー養成講座監修

岡崎裕（和歌山大学教授）
AICE企画運営委員長

鰺坂恒夫(和歌山大学教授)

第3回テーマ

住



 

 

 

 

 

資料１６  

「消費者教育学生リーダー養成講座」受講者アンケート 

 

  



「消費者教育リーダー養成講座」受講者アンケート 

 

所 属 大 学 学部 学年 氏   名 

    

 
Ｑ１ 本講座のことは、どのようにして知りましたか？（１つに○） 

  １．チラシをみて ２．友達からの口コミで ３．先生や大学関係者から  

４．消費者教育学生リーダーに認定された方から  ５．その他（     ） 

 

Ｑ２ あなたの受講動機は？（いくつでも可）  

  １．講義内容に興味を待ったから  ２．自己啓発によいから ３．資格認定が取得できるから 

４．消費者教育のことを知りたかったから  ５．消費者教育のスキルを身につけたいから 

６．学生リーダー会活動に興味をもったから  ７．学生リーダー会活動に参加したいから 

  ８．他大学の先生の講義を聴けるから  ９．大学以外の社会人講師の講義を聴けるから  

10．他大学の学生や社会人と知り合うチャンスだから  11．ボランティア活動がしたいから   

11．その他（                                    ） 

 

Ｑ３ 受講してみて良かったことは？（いくつでも可） 

  １．普段の大学の講義とは異なる体験をした ２．消費者教育の重要性が理解できた 

  ３．消費者教育学生リーダー認定を得ることができた   

４．消費者教育のボランティア活動を行うことができた    

５．他大学の先生の講義を聴けた  ６．大学以外の社会人講師の講義を聴けた   

７．消費者教育学生リーダーとしての自覚ができ、普及啓発活動をしたいと思った 

８．他大学の学生や先生、大学以外の社会人等と知り合い、交友関係が広がった 

９．他大学の学生と同じチームで活動できた   10．その他                  

 

 

 

＜受講して良かったことは＞＊上記以外にあればお書きください 

 

 

 

Ｑ４ 受講してみて不満だった点は？（具体的に） 

 

 

 

Ｑ５ 消費者教育学生リーダーによる消費者教育普及啓発活動についてどう思いますか？（具体的に） 

 

 

 

Ｑ６ 消費者トラブルに巻き込まれずに、安全・安心な消費生活を送る方法がわかりましたか。 

１．よくわかった ２．わかった ３．あまりわからなかった ４．まったくわからなかった 

５．その他（                               ） 

 

Ｑ７ 消費者が個々の消費者の特性及び消費生活の多様性を相互に尊重しつつ、自らの消費生活に関す

る行動が現在及び将来の世代にわたって内外の社会経済情勢及び地球環境に影響を及ぼし得るも

のであることを自覚して、公正かつ持続可能な社会の形成に積極的に参画する「消費者市民社会」

の形成が求められています。今回の講座を受講し、消費者市民社会の形成のために、どのような行

動をとるべきかわかりましたか。 

１．よくわかった ２．わかった ３．あまりわからなかった ４．まったくわからなかった 

５．その他（                               ） 

 

Ｑ８ セミナーの開講期間として適当なものは？（１つに○） 

１．平日の夜の開講       ２．夏休みなどに集中して開講する 

３．その他（                                  ） 

 

Ｑ９ 今回の研修や消費者教育学生リーダーの活動について自由な意見を裏面に書いて下さい。 

 

アンケートにご協力いただき、ありがとうございました。 
 



 

 

 

 

 

資料１７  

交流会アンケート（学生用、企業用） 

 

 

 



 

 

 

Q1 本交流会のことは、どのようにして知りましたか？ (１つに○) 

  １．チラシを見て ２．友達からの口コミで ３．先生や大学関係者から  ４．HPを見て  

５．その他(                 ) 

 

Q2 あなたの参加動機は？(いくつでも可) 

  1．交流会の内容に興味を持ったから 2．自己啓発によいから 3．企業の話を聴けるから 

  4．消費者教育のことを知りたかったから 5．消費者教育のスキルを身につけたいから 

  6．消費者教育学生リーダー会活動に興味を持ったから  

  7. 他大学の学生や社会人と知り合うチャンスだから 8．ボランティア活動がしたいから 

9．友人や先生などに誘われたから  

10．その他(                                                                  ) 

 

Q3 参加してみてよかったことは？(いくつでも可) 

  1．消費者教育について考えることができた 2．消費者教育の活動に興味を持った 

  3．消費者教育学生リーダー会活動のことを知ることができた 

 4．消費者教育についての普及啓発活動をしたいと思った 

5．企業の消費者に対する配慮を知ることができた 

6．企業活動の多様な側面を知ることができた 

  7．他大学の学生や企業の方などと知り合い、交友関係が広まった 

  8．他大学の学生や企業の方と同じチームで活動できた  

  9．その他(                               ) 

 

Q4 参加してみて不満だったことは？(具体的に) 

 

 

 

 

Q5 今後こういった交流会があれば参加したいですか？ 

  1．ぜひ参加したい  2．友人を誘って参加したい 

3．参加するかもしれない  4．参加しない  5．わからない 

 

Q6 今回の交流会には満足ですか？ 

  1．大変満足  2．満足  3．普通  4．やや不満  5．不満 

 

Q7 今回の交流会や消費者教育や学生リーダー会などについて自由な意見を書いてください。(裏面も可) 

所属大学 学部 学年 お名前 

    

「企業×学生交流会」参加者アンケート（学生用） 



 

 

 

Q1 本交流会のことは、どのようにして知りましたか？ (１つに○) 

  １．チラシを見て ２．知人からの口コミで ３．所属団体からの誘い ４．HPを見て  

５．その他(                 ) 

 

Q2 あなたの参加動機は？(いくつでも可) 

  1．交流会の内容に興味を持ったから 2．学生の話を聴けるから 

  3．消費者教育のことを学生がどのように考えているのか知りたかったから 

  4．消費者教育学生リーダー会活動に興味を持ったから  

  5．学生と交流するチャンスだから 6．知人や所属団体から誘われたから  

7．その他(                                                                  ) 

 

Q3 参加してみてよかったことは？(いくつでも可) 

  1．消費者教育や消費者のことを学生がどのように考えているのか知ることができた 

  2．消費者教育学生リーダー会活動について知ることができた 

  3．学生と交流することができた  4．企業活動の多様な側面を知ることができた  

  5．その他(                               ) 

 

Q4 参加してみて不満だったことは？(具体的に) 

 

 

 

 

Q5 今後こういった交流会があれば参加したいですか？ 

  1．ぜひ参加したい  2．知人を誘って参加したい 

3．参加するかもしれない  4．参加しない  5．わからない 

 

Q6 今回の交流会には満足ですか？ 

  1．大変満足  2．満足  3．普通  4．やや不満  5．不満 

 

Q7 今回の交流会や消費者教育や学生リーダー会などについて自由な意見を書いてください。(裏面も可) 

所属 お名前 

  

「企業×学生交流会」参加者アンケート 




